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宮崎県文化財調査報告書

第 26 集

昭和 58年 3月

宮 崎 県教 育 委 員会



序

宮崎県教育委員会にかきなしては,文化財指定のため

の調査,な た,開発工事等によって発見された遺跡につ

いての緊急発掘調査の結果をなとめて,毎年報告書を刊

行してかうなす。

今回は,延岡市の苺田窯跡,高崎町の柏ノ木遺跡,北

迫遺跡,田野町前平地区遺跡,高原町旭台地下式横穴群

の人骨について報告するものでありなす。

本書は,本県の歴史解明のための学術資料 として研究

に活用していただくとともに,社会教育・学校教育の資

料として役立てていただきたいと存じなす。

なか,本書発行にあたり執筆いただいた小田富士雄氏

松下孝幸氏,野田耕一氏,分部啓秋氏および調査 にあた

り御協力いただいた地元の方々,地元教育委員会の方々

に深甚の謝意を表します。

昭和 58年 3月 31日

宮崎県教育委員会

教育長  後 藤 賢 二 郎



口

1.こ の報告書は ,宮 崎県教育委員会が実施 した埋蔵文化財緊急発掘調査の報告書

であるが ,北迫遺跡 ,前平地区遺跡 については ,地元教育委員会において調査 さ

れた もので ,依頼によ り掲載す るものである。

2.掲載 しているのは ,縄文時代関係遺跡 3,地 下式横穴関係 1,平安時代関係 1

の計 5件 についてである。

3.執筆者 ,調 査期 日等 は下記の とお りで ,本書の編集 は,宮 崎県教育庁文化課が

担当 した。

例

Ю

己一〓

口

番 号 遺 跡 名 所在地 調 査 期 日 執 筆 者

1 苺  田  窯  跡 延岡市 41 3.8～ 14 小 田 富 士 雄

９

， 柏 ノ 木 遺 跡 高崎町 49.12.22-24 岩 永 哲 夫

3
レ
し 迫  遺  跡 〃 57. 2.23～ 27 面高 哲 郎

4 前 平 地 区 遺 跡 田野町 57. 5。10～ 22 面高 哲 郎  長 津 宗 重

5
群

編

穴横

�
骨

地ム回旭
人 高原町 50.12.4～ 12 鰺吾軍三・分部哲秋
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延 岡 市 ・ 苺 田 窯 跡

延 岡 市 行 膝 町 古 野





口

1.本報告は ,昭和41年 3月 8日 か ら14

日まで宮崎県教育委員会が実施 した苺 田

窯跡の発掘調査報告である。

2.発掘調査は ,九州大学文学部助手 (現

北九州市立歴史博物 館主幹 )小 田富士雄

氏 ,宮崎県立博物館学芸員 (現埼玉県立

歴史資料館 )栗原文蔵氏 ,延 岡市教育委

員会社会教育課主事 (現延岡市立文イヒセン

ター長 )甲斐常美氏の 3名 が担当した。

3.出土遺物は ,宮崎県総合博物館で保管

している。

4.本報告の執筆 は,小田富士雄氏が行い

編集は ,宮崎県教育庁文化課があた った。

-3-
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1.遺 跡 の 環 境 (第 1図 )

国鉄 日豊本線延岡駅か ら分岐 して ,東西に員流す る五ケ瀬川沿いに さかのぼる国鉄 日の影

繰で西延岡駅 を経て二つ 目が行膝駅である。西延岡以西は川の両岸まで急俊な山裾が迫 り,

さらに山奨に通す るい くつかの谷地形のなかにわずかな谷水田がみ られる程度の山岳地帯で

ある。本稿であつか う須恵器窯跡が所在する延岡市行膝町古野の地 は行膝駅 の西北 2.5粁 の

山中にあたる。 この地域の調査は,1913年 (大正 2)つ づいて 1925～ 29年 (大正 14
み/fbかサこ

～昭和 4)に 故鳥居龍蔵博士が延岡市周辺の調査を行われたのが最初 である。現在南方古墳
(1)

群 として国指定史跡 とな っている 42基 にのばる多 くの古墳詳の存在は ,ま ず鳥居博士によ

第 1図  喜 田窯跡の地形環境地図
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って紹介せ られ ,そ の後今 日の数量が登録 され るにい たったの であ る。鳥居博 士 は これ らの

うちのいくつかについて発掘調査を実施され, 1913年 以来の調査をまとめた『 上代の日
②

向延岡』の単行書として 1935年 刊行された。今日南方古墳群として登録されている古獲

群は五ケ瀬川 とその南を流れ る大瀬川にはさまれた中洲に位置する野地・大貫・野田な どの

独立丘陵 ,さ らに五ケ瀬川沿いの天下・吉野 ・行膝駅西方の平田 ・赤木な ど広範囲に分布 し

ている。その多 くは円墳 であるが ,天 下の柄鏡式司1方 後円墳は 1913年 に鳥居氏 によって

発掘 され ,粘土郭内に刀剣・玉 ・櫛な どが発見 されて五世紀代にさかのぼ る畿内型古墳であ

ることが知 られている。また行膝駅の南台地上にはすでに湮減 した外生時代の高野貝塚、貝ノ

盤色岳[竺橿含壁昼≧ξ壱[魯 吾こ魯と

'参

〒換詈髯争:写髯長こ僣〔身を与をと ,書 :≧  1(D

ケ瀬川 と大瀬川が分岐するあた りか ら東側 ,現在の廷岡市街が発達 している地域にかけての

河川流域 であった。五ケ瀬川流域 は大瀬川 と合流す る吉野付近以東の平野地域 と,以 西の山

岳地域に大別できる。前者は平野 (農 村 )・ 漁村 の生活圏であ り,後 者は山村 の生活圏であ

る。本稿 でと りあげる苺田窯跡の地域は後者に属す る。 この地域 における考古学的調査はま

だほとんど未開拓の段階にあ り,将来の調査の進展 によって新 しい研究が期待 されると色ろ

である。

註(1)延岡史談会編『 資料 。国指定南方古墳群概説 』(プ リント版 )に よる。本資料は 1962

年 (昭 和 37)8月 延岡市教委備付の古墳台帳によって作成 された ものである。

(2)『 鳥居龍蔵全集 』第四巻 (1976)収 録

2.調査の構成と経過

1966年 (昭 和 41)3月 ,宮崎県教 委 の主催 に よる延 岡 市貝 ノ畑住居 遺跡 の調査が実

施 され る ことにな り,次 の よ うな調査団が構 成 され た。

石 川 恒 太 RБ    県文化財 専門委 員

日 高 正  晴      同  」

栗  原  文  蔵   県立博物 館学 芸 員

小  田  富士雄    九 州大学 文学 部助 手

黒  木  清二郎    県教育委 員会社会教 育課主事

甲 斐 常 美    延 岡市教育 委 員会社会教 育課主事

調

太

横

れ

さ

た

跡

|こ

が

　

し

ら

る

た

を

1こ

分
　
成

の
　

測

岡
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らの

の 日

古損

どの

布 し

つて

であ

貝ノ

ら ,

,五

で の

の 山

であ

は ま

ころ

962

調査 は 3月 8日 か ら 14日 の間実施 されたが ,調 査前に Cの 地域の分布調査をされた石川恒

太郎氏が貝 ノ畑遺跡の北方約 2.5粁 の行膝町古 野の山麓道路 による切断面に登 り窯の窯体が

横断 されているのを発見 された。 この前後 ,日 本考古学協会に生産技術特別委員会が設置 さ

れ ,そ の窯業部会の事業 として小田 らが九州の古代窯跡発掘調査に関与 してい たことを配慮

された石川氏が ,貝 ノ畑遺跡の調査 にあわせてこの新発見の窯跡を調査することを提案 され

た。当時宮崎県下ではまだ須恵器窯跡の発掘 な どは行われていなかったので ,県 下の古代窯

跡の実態 を知 るために も必要性が痛感 されてい た折 で もあった。 そこで,貝 ノ畑遺跡の調査

には石川 ,日 高両氏があた り,本 窯跡の調査には小日 ,栗 原 ,甲 斐 らがあたることとなった。

窯跡の発掘 は 3月 9日 午後か ら開始 され,人夫 3名 の協力を得て とりかかったのであった

が ,予想外 に表面か ら浅い位置に窯体が存在 したために,そ の 日の うちにはほぼ発掘 を完了

した。

翌 10日 には清掃 ,写真撮影 を行い ,灰 原の発掘 を年後 まで継続す る一方で ,栗原 ,小田

らによる窯跡の 20分の 1実側図作成が行われた。 さらに道路面に もう一基の窯跡が存在す

ることを確認 したので,発掘 した窯跡を 1号 窯 とし,新 たに発見 された窯跡を 2号窯跡 とし

た。 またこれ ら窯跡を含む地形測量図 を作成する必要上 ,急拠九州大学考古学研究室に連絡

をとり応援 を求め ,石松好雄 ,Rl」 川威洋両君が出張す ることとなった。

11日 は延岡市内藤記念館で同館保管 資料の調査 と,窯 跡発掘資料の水洗 を行 った。自t者

には小田が、後者 には栗原があたった。

12日 も午司〔中同館の資料調査を行い,九州大学か らの応援 の到着 を待 った。 14時 35

分延岡着急行「 日向 」で石松 ,同ご川両君が到着 したの で窯跡付近の地形測量百分の一図面作

成 に とりかか り,夕 荊終了することができた。

13日 には石川氏 らの発掘 による貝 ノ畑住居跡付近の地形測量 を行 った。年後は甲斐主事

の案内で南方古墳辞 を見学 ,住居跡の発掘完了を待 って 16時 よ り住居跡の 40分の 1平 板

測量図を作成 した。

14日 は午 Rl」 中宿舎 で窯跡関係発掘資料の整理・実測 ,写真撮影 を行って完了 し,午後延

岡市 を出発 した。

-7-



3.窯跡の立地と構造 (図版 1・ 2、 第 2・ 3図 )

南北に延びる山丘の東斜面中腹に設 け られた半地下式の登 り窯である。丘陵頂上には尾摂

上を南北に走 る平坦な山道が あ り,C色 を基点 として 6″ ほ ど下に等高線に沿 って切通 され

た新道が設け られている。 この切通 した燃焼部の大部分か ら焚 口を削 りとられた窯体の横断

面が露出 してい る。雑木におおわれた山丘の傾斜は比較的ゆるやかで ,窯 跡の深 さが現地表

に ちかい ところか ら発掘 もさしたる労働力を要 しないであろ うことが予想 された。 この 1号

窯跡を切断 して走 る幅 2櫂 の山道は,窯跡の西 8″ はどの ところでさらに二叉に分岐 して一

10″ の等高線沿いに東下方へ と下 って山麓の水田に接近 してゆ く。山丘上の基点か ら水田

までの等高線差 は-12″ ほどである。 この山道が分岐す る位置の道下斜面に 2号窯跡の横

断面がのぞいてお り,こ こで も若干の須恵器片 を採集することがで きた。 1号窯跡の下方 ,

「
度二又になった上下の二道 には さまれてのこされている-7～ -10脇 等高線の範囲内に

1号窯跡の灰原が広が っている。その広が りは南北幅約 102に 及ぶが ,灰 や須恵器 の包含

量 は浅 く少ない。操業期間が短期間であったことを示 している。

完掘 された 1号窯跡の窯体は焼成部にあた り,現 存平面長 5物 ,平均幅 1.4胞 である。等

高線に直交 して設 け られた窯体の主軸方位は正南北 ,傾斜角は 28度 である。現地表か ら窯

床まで平均 80勁 であるが ,窯体の天丼 部はすでに陥没 していて ,壁 面の現存す る床面か ら

の高 さは平均 40防 である。道路に近い切断面のあ たりではほぼ垂直に ちかい壁面の立上 り

をみせ ,壁 の厚 み 7～ 8勁 であるが ,煙道 に向って登 るほ どに窯体幅 も徐々にせばめ られ ,

壁面の立上 りも内傾 して半球形天丼 に仕上げ られていったと思われる。推定復原高は 80協

前後であったと思われ ,半地下式構造であったと推定 され る。床面はほぼ同一傾斜で煙道に

至1る が ,末端では奥行 20翻 ばか りの棚状 テラスを設け ,壁 面 をやや外傾 させて立上る煙道

が構成 されている。 この無段式登 り窯は道路切断面 よりさ らに東にのびて燃焼部 ,焚 口につ

なが っていたはずである。おそ らくもう2″ 前後窯体はのびていたと思われ る。本来の窯体

の全長は 7″ くらいであったと考え られ る。現存す る窯体の道路切断面に ちかい部分では ,

床面が発見時に不用意に鍬な どで掘 られたために 10～ 20防 ばか り床面が掘 りあ らされて

いる。 Cの あた りでは須恵器片が多 く発見 されている。 このあた りか ら焚 口方向にかけてが

燃焼部にあたる もの と思われ る。

|●
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4. 遺 物 (図版 3～ 7、 第4～ 6図 )

窯の内外 ,灰原 などか ら須ぽ器が収集 されているが量的には多 くな く,同一時期 に生産 さ

れた一セ ッ トをなす ものであろうと考 えられ る。以下器種別に説明 してお こう。

広 口瓶 (図 販 4-1～ 6,第 4図 1～ 3)日 径 5。 4～ 6.4∽ ,高 さ 6勁 前 後 の外反 す

る国頸部 を付 した広 口瓶形 をなすであろ う。全形の うかが える資料はないが ,肩部の広が り

具合か らみて ,長胴形器体 に直立する径 4～ 5勤 の細頸が付 き,ゆ るやかに外反 し,さ らに

外側 には稜 を設 けて 1.5～ 2勤 の高 さに外傾する立上 りをみせて広 口を形成 している。 口唇

部は丸 く仕 上げ られてい る。 器体 と頸部の接合部は器壁も 1勁 をこえる厚 さで ,内面 には候

りの痕跡 をとどめている。 頸部 にはヘ ラによる回転 ナデ調整が なされ ,灰 自～鼠色 の堅 い焼

成である。 おそらく全高は 20∽ をこえるものとなろ う。

蓋 (図 坂 3-右端 ,第 4図 4・ 5)日 径 6.1～ ■ 6勤 の傘蓋形式 である。完形品がない

ので中心部の形態 は不明であるが ,国 唇部は丸 く仕上 げ られ ,表面 は回転ナデ調整 された際

の凹凸がのこされている。後述す る椀 とセ ッ トをなす ものであろう。 器壁の厚 さ 5加 で ,鼠

色を呈する堅い焼成である。

椀 (図 版 3,図 版 5-最上段 ,第 4区 6～ 10) 口径 7,7～ 8.5勁 ,高 さ 6.4∽ ～ ■5

側の高台 を付 した椀形である。付高台の高 さ 1∽ ,台径 4.4～ 4.9∽ で威面は肉上 りに削 ら

れた張 り出 し形式である。 器体部は腰張 りなどな く,高台か らい きな り外傾 して直線的にの

び上 るものが多 いが ,底 部 ちか くでやや外側 に丸味 を もつよ うな形態の もの も少量み られ る。

国唇部は丸 く仕上 げられ ,器 壁の外側 にやや粗 い回転 ヘラ調整がみ られ ることは他の器種 と

同様である。灰色 ～鼠色を呈す る堅い焼成 である。

甕 (図版 4-7・ 8,図板 5・ 6,第 4図 H・ 12,第 5図 )二 種 ある。一 (図版 4-8,

第 4図 11)は 外傾す る広 口短顎の胴 を大 きく広 げる大甕形態である。復原 口径 2■8∽ で広

い肩部 か ら立上 る短頸 は高 さ 4勤 ほどで ,外傾す る立上 りは直 線的に平坦 な国縁 に到 る。 日

顎部表面 には上下方向の平行条線叩 きしめのの ちに回転 ナデ消 しして仕上げ られている。 掲

色を呈す る堅 い焼成である。貯蔵形態の用途 に供 された と思 われ る。二 (図 版 4-7,第 4

図 12)は 胴張 りのない長胴形甕 でゆるやかに外反する短顎がついてい る。復原 口径 19.6

碗 ,胴径 18.8∽ で推定復原高 20切 くらいになるであろ う。 日縁上面 は平坦面 をなし ,器

壁はほぼ 6π2の平均的厚 さに仕上げ られている。 内面はよこナデ調整 ,表 面は斜 め方向の平

行条線叩 きが施 されてお り,日 縁下 5∽ くらいまではこの叩 きがナデ消 されてい る。 鼠色 を

呈す る堅 い焼成である。煮沸形態に適 している。

/
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(1～ 12は 1号窯跡、13・ 14は 2号窯跡 )
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5
このほか多 く発見 されているのは大甕の器体 にあたる破片 である (図版 5・ 6,第 5図 )。

平均 1∽ の厚 さを有 し,灰 ～鼠色の堅い焼成で 自然釉 を被るもの もあ り,通 じて内外両面に

叩 きしめが施 されている。表面には平行条線 (第 5図 1～ 5。 12・ 13)と 格子 目(第 5

図 6～ 11)の 二種がある。内面 に も平行条線 (第 5図 1～ 5)と ,車 輪状放射線 (第 5図

6～ 13)の 二種がある。 両者 を混用 した状態 もみ られ る。 また放射線文叩 きは径 5勁 ほど

の当て具に刻 まれた もの らしいが ,7世 紀前後の須恵器内面 にみ られ る放射線文に くらべて

やや粗いのが特徴 である。 隅外面叩 きしめのあ と,内 面では さらにナデ仕上 げを加 え られた

痕跡 をとどめている。表面 は回転 カキロ調整が加 えられたことを示す もの もあるが大部分 は

カキロ痕はみ られない。

焼土 (図 版 7)窯 内や灰原か ら発見 されているもので ,不整形 の粘上の焼土魂がある。

上述 した平行条線 や格子 目叩 きしめ痕のある甕破片が焼着いているものが少 くない。 なかに

は餅状の粘土が二重・ 二重 と重ね餅のよ うに くっついている状態 もみ られる。窯内焼成部床

面が 28蔓 の傾斜面 をなす状態であるか ら,各種須恵器の窯詰めす る際に安定 させ るために

使用 された即製 の詰 め物 ,す なわ ち焼台である。古墳時代 の須恵器窯以来同様の ものが発見

されており, 窯構造 とともに伝統の永い生産技術が しのばれ る。

2号窯跡付近 で採集 された資料が若干 ある。椀 (径 81勁 ,図 版 5-右端下 ,第 4図 14)

大甕片 (図 版 5,第 6図 )な ど 1号窯跡 の出土品 と同一技法の ものがみ られ る。新 しい器種

として杯 1点 が検出 された (図 版 5-右端上 ,第 4図 13),口 径 164∽ ,高 さ4.3∽ ,

底径 11.4∽ の平底である。削 り仕上げの底面か ら外傾 しなが ら直線的に立上 る器壁の口唇

は丸 く仕上げ られ ,、 外側 にヘラによるお さえが横線状 にめ ぐっている。表面は比較的丁寧 な

ナデ仕上 げである。

第 6図  苺 田 2号窯 跡 出土 大甕 片拓影
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5。 結  語

(1)

毒田窯跡の概要は1967年刊行の F日 本の考苗学』Ⅵに紹介したことがある。当時東 ,

(2)

南九州 で は発掘調 査 された須 恵器窯跡 につ いて は鹿児 島県ナ|1内 市鶴 峯 3号窯跡 と宮崎 県 にお

ける本 例以外 に知 られて いな い という実 情 で あ ったか らであ る。 なか で も本窯跡 が注 目 され

たのは ,9世 紀 以降 の平安 時代 にな る と北部 九州 で も急速 に須恵 器生産窯 跡 が減 少 して ゆ く

傾 向が み られ るので ,そ の空 自 を埋 め る数少 な い実例 として注 目 され たか らにほか な らな い。

その後熊 本県下 にお け る生産 遺跡 の総括 的調査 によ って ,9～ 10世紀 代 に急激 に須恵 器生
(3)

産が増大 することが明 らかになった。 この時期における熊本県下の製品 は福岡県・ 鹿児島県

にまで流通 していることが知 られて きたのである。

さて薄 田窯跡 (1号 窯 )は発掘調査の結果 ,推 定復原長 7孵 前後 ,幅 1.4れ ,推 定復原高

80∽ ,傾 斜角 28度 の半地下式無段登 り窯 の形態 をとるものである事実が明 らかにされた。

このよ うなall定 値でみるか ぎり,8世 紀代 の須恵器窯跡 と特別異 なる点 は指摘で きない。 窯

幅 も一様であ り,傾 斜角 な どか らみて も特別な新技術が加 えられたと思 われ るふ しも認め ら

れない。

ところが ,生産 された須恵器についてみれば ,広 日瓶 ,蓋 ,椀 ,甕 (大型品 =貯蔵用 ,小

形長胴品 =煮沸用 ),杯 の器種が認定 されたが ,器壁 を一様の厚 さに仕上 げるための回転ヘ

ラナデ調整がみ られ るが ,そ の技法は粗 く,8世 紀代 までにみ られたよ うな入念 な表面整形

技法は省略 されている。 このよ うな技法は 9世紀後半頃か ら次第に顕者 になって くるが ,本

窯跡 の資料についてみれば ,ロ クロか ら切離すにあたって糸切技法はまだ現われていない。

以上 のよ うな器形や製作技法の特徴 を示す事例 を さがせば,佐賀県杵島都北方町大崎 。牧

窯跡挙?熊本県北部の荒尾窯跡鉢?南部 の球磨窯跡鉾佑 どがあげ られ る。 牧窯跡群 では広日

瓶 ,椀 ,甕 ,杯 ,皿 などの器種があが っている。熊本県下の諸窯 では,広 口瓶 ,蓋 ,椀 ,甕

杯 ,皿 ,高杯な どがある。熊本県下 の場合窯構造は無段登 り窯で喜 田窯跡 と共通 しているが

牧窯跡群の うち 3号窯跡は全長 3.07れ で円形平面の三室 を連結 したよ うな特殊 な形態 であ

った と報 じられている。 また熊本県・ 北山浦 A窯跡 では全長 猛5″ ,幅 1.6初 の徳利形 プラ

ンを呈す る無段登 り窯で ,傾斜角 30度 を測 る。母岩片などを粘上で固めた 7段か らな る焼

成段が設 けられ ,広 口瓶 ,盤 ,蓋 などが並べ られた状態で発見 された。焼成途中で崩壊 した

ために廃窯 となった ものであ り,焼成部の下段寄 りには広口瓶約 20個 ,上段寄 りには蓋・

盤約 30個 が配置 されてあった と報 じられている。窯跡 の構造 ,出 土品 ,あ いちかい時期 に

比疋される点な どで ,壱 田窯跡 を復原的に考 える上で最 も参考 となるであろ う。 じ姓の 諸例

齢
欄
騨
伊
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をあわせ考 えて苺 田窯跡群 は 10世 紀中頃よ り下 らない時期 の短期間に操業 された須恵器窯

であった と考えられる。 このよ うな山深 いところで生産 された須恵器が どの程 度の流通圏を

もっていたかは今後の検証すべ き課題であるが ,五 ケ瀬川を利用 しての流通経路な どは まず

有力 な候補 となるであろ う。

註(1)小田富士雄「歴史時代一九州」 (『 日本の考古学赳Ⅵ)1967
(2)河 口貞徳・小田富士雄ほか『薩摩国府。国分寺跡』1975
(3)佐賀県立博物館編『地下の遺宝 ― 解 明 されてゆ く郷土の歴史―』 1979

(4)松 本健郎 ほか『生産遺跡基本調査報告書 Ⅱ― 須恵器窯跡・ 瓦窯跡 。陶磁器窯跡 ― 』

(熊本県文化財調査報告第 48集 )1980

(5)坂本経尭「 小代山麓吉窯址郡調査報告」 (『肥後上代文化 の研究』 )1979

〔あ とが き 〕毒 田窯跡 の発掘調査以来 16年 の歳月 を経過 して しまった。調査当時す ぐに

も報告書 を発刊す る予疋で ,周 辺遺跡 ,遺物 の調査 とあわせて図面 を浄書 し,一部の原稿ま

でまとめていたのであったが ,県側の事情で延引 して しまい今 日にいたったのであった。今

般県教委よ り改めて発刊 の希望が寄せ られたので、再度旧資料 を検討 して稿 を起 したのであ

るが ,す でに追時の関係者の うち,前川威洋君 ,黒 木清三郎氏 は物故 され ,ま た栗原文蔵氏

も埼玉 県教委に去 ってお り,倉卒 の間に当初の予定にしたが って稿了す ることは不可能 とな

った。 そこで苺田窯跡 にか ぎって調査報告文 を車 して責 めを果す こととした。 あわせて物故

された関係諸氏の霊 に も捧 げたい。 なお本稿の作成 にあた り,付 図の浄書その他では武末純

― (北 九州市立歴史博物館 ),松 永幸男 (九 州大学文学部大学院学生 )両君の援助 を うけ ,

さらに,連絡事務か ら印刷 にいた るまで県教委文化課の北郷泰道、面高哲郎両君 にお世話 い

ただいた ことを感謝申 しあげる。 (1982.12.28稿 了 )

〔o
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図版 5 苺田窯跡 遺物 (1)椀 。蓋
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図版 5 苺田窯跡 遺物 (5)椀 ・墓・杯

(0

椀 (最上段 )・ 墓 (1号窯跡 )

(2号窯跡 )甕・ 杯 (右端上 )・ 椀 (右端下 )



図版 6 苺田窯跡 遺物 (4)甕
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柏 ノ 木 遺 跡 発 掘 調 査 報

ガヒ諸県君Б高崎町大字大牟田柏ノ木
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日

1.本報告は昭和 49年 12月 22日 か ら

同月 24日 まで宮崎県教育委員会が実施

した北諸県郡高崎町大字大牟田柏 ノ木遺

跡緊急発据調査の報告である。 _

2.調査に当たっては ,発 掘作業員の準備

など高崎町教育委員会の全面的な協力を

得た。記 して感謝申し上げ る。

3.遺物の実測については埋蔵文化財セン

ター津隈久美子氏 に協力 いただtt。

4.執筆・ 編集は宮崎県総合博物館埋蔵文

化財 センター主任主事岩永哲夫が行 った。

例
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所在地 (第 1図 )

北諸県郡高崎町大字大牟田柏 ノ木

ぶ

とこ〕:

‐ _蛉 、_ |ド・

ょヽ、、 ■I―資
ミ 宅ク;ヽ■

二こ__//Q

♂

第 ユ図  遺跡所在地 (○ 印 )

■ 発見 の契 機 と調 査経 過

宮崎県が施行する広域営農団地農道整備事業の工事中に多くの上器等が出上 しているとの

旨 ,高崎町教育委員会黒木昭三氏か ら県文化課に報告があった。

県教育委員会においては,早速緊急発掘調査 として対処することにな り,昭和 49年 12

月 22日 岩永が現地に赴 いた。

調査は昭和 49年 12月 22日 か ら 24日 までの 3日 間 ,黒 本昭三氏 とともに実施 した。

Ⅲ 調査 の結果

新設農道の工事区肉か ら縄文時代後期 の住居跡 (第 2・ 3図 )が発見 されたが ,御池ボラ

邁
逸



層にまで掘 り込んでいるため,残存状況は良いものではなかった。住居跡は方形状を呈し,

286× 270助 の規嘆である。壁面上部は削平 されているが,現状では約 5 0cη を測 る。

また,遺構は確認できなかったが,住 居跡の南 5れ に設定 した トレンチか ら土師器,須恵

器片が出土 した。

遺  物

(1)縄 文 土 器 (第 4～ 8図 )

縄文土器は住居跡出土が大半 を占め,A類 か らQ類 まで 17分 類で きる。

A類 (第 4図 1)

口縁部が外反 した平 縁の深鉢形土器である。 日唇部 に凹みをもち,顎部 を中心 に棒状施文

具によると思われ る凹線文 を横走・ 斜走 させている。屈折部か ら上部 はやや太 目,下部 は細

目の凹線である。 国唇部は肥厚 し,厚 さ 1 lππ,頸部は薄 く7″πを測 り,胴部 にかけて厚み

を増 している。 器面調整 は内 。外面 ともに粗 い。焼成良 く,暗褐色を呈 している。

杉
/

1.耕    土

Ⅱ 黒 色 土 層

Ⅱ.高 原 スコ リア

V.黒 色 土 層

V.責 褐 色 土 層

Ⅵ.黒 福 色 土 層

Ⅶ.御 池 ボ ラ 層

第 2図
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B類 (第 4図 2, 5, 2ユ )

やや深めの凹線を施 した平縁の上

器である。 2は 平 らな口唇部 に部分

的に円形刺突文 ,外 面には平均 した

太 さの凹線 を施 した焼成良好 な黄褐

色土器である。 器面調整 は粗い。

序層本基

柏 ノ本遺 跡周辺 図
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C類 (第 4図 4～ 8)

口縁部が波状 を呈 し,口 唇 に大 きめの刻みを施 している一群である。 4は顎部屈折 し,外

反 してい る。波形 の山の部分 に三ケ所丸い施文具で押圧 している。頸部下には返 り文 ,先端

の曲がる凹線文 を施 している。器厚 8～ 92″ 。焼成良好な暗褐色土器 である。 5は 国縁端が

極めて肥厚 している。 4に 同 じく山の部分 に 3本 の刻みをやや斜めに押圧 している。文様は

先端 の曲がる凹線 を施 し,X字 状の構成であ る。 6はわずか に波状 を呈す るものとみ られ ,

同様 に国唇部 を押圧 している。 しか し,押圧の窪み と窪みの間の隆起部分 に貝殻縁 による 2

本の押圧文 を施 している点 に特徴がある。 また ,口 縁端に近 く,上 か ら下へ押 し引 く列点文

を施文 し,そ の下部 に凹線文を横走 させ る文様構成 をな している。 7,8は 口唇部に何個 も

の刻 みを入れた土器であ り,国 縁端部を貼 り付 けているのではないか とみ られ るものである。

D類 (第 4図 9～ 20,22,25,第 5図 1,2)

直線 ,曲 線等の凹線文 を施 した胴部の一群 であ り,こ れ らは A～ C類 の胴部にあたるもの

と考 え られる。

E類 (第 5図 5, 4)

凹線 は浅いが端正な文様的構区の頸部か ら胴部にかけての土器片である。 3は顎部画下 と

み られ ,横 に残い凹線 を施 した後 にその凹線 に接 して下方に同 じ凹線 を斜行 させている。焼

成良 く,内 外面 とも暗褐色 を呈 し

ている。 器厚 6～ 7 ππ。部分的に

ススが付着 している。 4は 3に類

似 してお り,お そ らく同一個体の

ものであろ う。

F類 (第 5図 5～ 8,12)

国縁端若 しくは口唇部 に施文す

る土器 を一括 した。 5は 平 らな口

唇部 に押型様 の文様 を有 している。

焼成良好 な黄褐色 を呈した小破片

であ る。 6は 直立す る口縁部 で口

縁端 および口唇 に半載竹管様施文

具で左か ら右に一列だ け押引 きし

てい る。 7は 器面風化が著 しく,

文
　
細
　
み

」巨

　

ま

　

一妻

-31-
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第 4図 縄文土器実測図 1(21～ 23は表採、他は住居跡出土 )
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第 5図 縄文土器実測図 2

焼成 も良 い ものとは言えないが ,肥厚 した口縁端 にヘ ラ状施文具 による刺突文 を施 している。

8は堅緻 な薄 手土器で口唇部に深 く棒状文具 による押圧刻 み目を施 している。 12は 日縁端

が肥厚 し平 らな口唇部 と鋭角 をな している。 口唇部には円形 の刺突文 を施 してい る。 焼成良

好。

G類 (第 5図 9)

1点 だけであるが ,日縁端 に近い部分が強 く外反 している。文様 は半載竹管様 の施文具で

斜めに条痕 を付 しているが ,そ の状況 は雑である。 内・外面 ともに黒褐色を呈 している。

H類 (第 5図 10)

口唇部の整形 によって口縁端が内側 に張 り出 している。 器形は若千 内湾気味 を呈する。 ヘ

ラの押引 きによって幅広い条痕を斜行 させている。焼成良好 ,褐色 の上器である。

I類 (第 5図 ll)

平端 な口唇部を もつ直立 口縁部である。貼 り付 け器面に凹線文 を施 している。貼 り付 けは

器面調整上必要 とされたのか ,焼成の度合いによってそ う見 えるのか定かでない。
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第 6図  縄文土 器実 測図 5(住居跡出土 )

J類 (第 5図 15)

口縁上部に三条の沈線を平行に引 き

薄手で若干内埼 している。焼成良好 ,

K類 (第 5図 14)

口縁部が く字形 に近 く肥厚 している。 ヘ ラによ り口唇部 に一条 ,口 縁上部 に二条の条痕 を

施 している。 器形的には波状 口縁 を呈す るよ うに も思われる。焼成良好 ,福 色。

L類 (第 5図 15)

貼付突帯を もつ波状口縁土器である。突帯の上位 に棒状施文具 によ り上 J」

~向
,横方向に雑

な凹 47Rを 施 してい る。 器形的には市来式 に類似 している。焼成良好 ,外 面は暗褐色 をしてい

る。

M類 (第 6図 1～ 4)

器面の全体に調整痕 として条痕が明瞭 に残 っている一群である。

1は 国唇部の尖 る直立 した口縁部 で ,貝殻 による条痕 を斜走 させている。 内面はハケ調整

である。器厚 8～ 11″″。部分的にススの付着がみ られ る。焼成良好 ,外面暗褐色。 2,3

ら
　
し
　
寿

概
　
種

Ｌ

■

口

７

-34-
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は同一個体と思われる。施文具は不明確で

あるが ,条痕 を横 。斜走 させている。 内面

も同様である。

N類 (第 6図 5～ 14)

無文の口縁部で波状口縁 (5～ 7)と 平

縁 (8～ 14)に分かれる。 直立するもの ,

外傾のもの,外反するものの 3種 がある。

いずれ も焼成良好。

O類 (第 7図 1～ 5)

縣 1制 2

割 ぁ解 心

③⑥

0        50″

貫を

第 7図  縄文土器実測図 4(住居跡出土 )

口縁端 を外 に折 り曲 げることによって口縁部 を肥厚 させた土器であ る。 1は 強 く外反 し,

丸い口唇部を もっている。 2も 同 じ成形であるが ,外 反度は弱 く,日 唇部に指頭による押圧

がみ られ る。 3は 1,2ほ ど折 り返 しは明瞭 ではない。 また ,内 か ら外への貼 り付 け ともみ

られ る。 いずれ も焼成良好 ,褐色 を呈 している。

P類 (第 7図 4, 5)

この形態 は 2点 のみであるが ,口 縁端が強 く内湾 し,炭鉢ではないかと思 われ る。

Q類 (第 8図 1～ 8)
底部を一括 した。すべて平底で A類 か らO類 までの底部を構成する ものと考 えられる。

7,8は 網代底 である。

以上 ,縄文土器 を 17類に分類 したが ,ほ とんどの土器は住居跡 に伴 うもの と見て良い。

概 して堅緻 な ものは少 なく,文様施文において も粗い。 また ,多 類に分 けたよ うに,文様の

種類 も多種にわたってぃる。 その中で,最 も多 くを占めるのは凹線文 を主体にした ものであ

難
　
中

整
　
３

周

財 5 封 6 必 8

0            5切

第 3図  縄 文土 器 底 部 実 測 図 (7は採集品、
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り,後期の特徴 を示 している。

南九州の縄文後期 土器は西北九州系と貝殻施文具に特徴的な南九州系 との接触融合がみ ら

れ ,更 に地域的に各々その実現化 において複雑な個性 を有 し,斉一的ではない。型式化 され

ている九州縄文後期 土器の中にそのものを柏ノ木遺跡においてみることは難 しい。 出土土器群

は少量なが らそれぞれに特徴 をもっている。 この ことは日向南西内陸部の地理的環境が産ん

だ文化内容 の複雑 さを も示す もの と言えよ う。少片が多いことか ら器形の全体 についても明

確 なものがな く,住居跡 を含 めて時期的結論 を提出す ることは控 えてお くが , 南九州地方 に

おける大 まかな系統か らうかがい見 るな らば,岩崎上層式 ,下層式 ,指 宿式等 の類似点など

か ら南九州後期前半の時期比定はで きよ う。

110
(2)上 師 器 (第 9図 1～ 7)

トレンチ内および周辺出上の ものである。甕形土器 (1～ 3,5～ 7),手 づ くね土器

(4),ほ かに長頸重 と思 われる丹塗土器 ,軌形土器の胴部片 の出土がある。

1は胴部が張 り,や や くびれなが らまっす ぐに立 ちあが っている。 口径 17∽ ,最 大径部

は肩部にあ り 18勁 を測 る。 口縁部 はハケメ仕上げ,肩部以下はナデ仕上 げである。 口縁部

にススが付着 している。 2は胴部の張 りがな く,わずかに外反 した口縁 をな している。 口径

13c2の 小型である。調整は 1と 同様であ り,ス スの付着 もみ られる。 3は や や不安疋な厚

めの平底 をなし,底部か ら開 きなが ら胴部へ続 く甕形 と思われ る土器である。底径 55切 D

器面の風化が著 しいが ,ハ ケメ調整 であろ う。 5,6は 顎部 に断面三角形の 凸帯 をもち,刻

/・ を入れている。 国縁部は ,5は まっす ぐに立 ちあが っているが , 6は ゆるやかに外 反 して

ほ:逸 :う FttS憲 そうを檜長暑:魯豊桑督〒 :詈目曇贄 :き aiこを ,とをここ〒 |そ 勇曇  ,

痕が切瞭である。

以上,述べた土師器に伴 う遺構 は状況的に確認で きなかったが ,周 辺にその存在を予測 す

ることはかた くない。 出土品の器形 ,胎土 ,暁 成等か ら南九州に分布の中心 をもつ「 成川式

上器」 を構成す る一群であることが分か る。「成川式土器」は弥生時代 の土器であるとされ

ていた ものであるが ,以 前か ら古墳時代にまでの時代幅が考 え られ ること,細 分化の可 能性

があ り,そ の必要性があることなど言われて きた。最近 ,そ の細分化が鹿児島県を中心 とす

る諸学 によって試 み られ ,い くつかの論考が発表 されている。多々良友博氏 のⅧ期細〆堅イと

依 ると,柏 ノ木出土はⅥ～Ⅶ期に相当す ると考 えられ る① しか し,長頸壷 の丹塗 に関 しては

推

　

は
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第 9図  トレンチ およ び付近 出土土器 実測図

推定 される器形か らもっとさかのぼる可能性が強 く,全ての出土土器を同一時期視すること

はできない。

(5)須恵 器 (第 9図 8)
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~  !    

詢

表採品 として ,須恵質の底部片が一点採集 されている。部分的であ り,時期比定はで きな

い 。

Ⅳ 結  語

柏 ノ本遺跡は時期的に縄文時代後期 と土師器の時期の複合遺跡であった。

本県における縄文後 。晩期の遺跡で調査 された ものは意外 に少 ない。後期の串間市下弓田

遺跡 ,東諸県郡綾町尾立遺跡 ,都城市成山遺跡 ,晩期の西臼杵郡高千穂町陣肉遺跡 などであ

り様相把握 さえ未だ不十分の状況である。 そのよ うな中で,工事中に発見 され ,調 査に限界

があった とは言うものの柏ノ木遺跡で住居跡 を確認で きた ことは意義深 いことであった。

高崎町には他 に数多 くの縄文時代遺跡 の所在が確認 されている。 その内容は次第に明 らか
 tll

にされてい くであろ うし,大淀川の支流高崎川流域の遺跡群解 明に期待が もたれる。

最近 ,時期的幅の広 い「 成川式上器Jについて ,鹿 児島県 を中心 として細分化が試み られ

ている。「成川式土器」 の分布圏は薩摩 ,大隅 ,日 向・ 肥後の南部 に限 られ ,南九州特有の

地域性の強い内容 として注目され るものである。

宮崎県においてはその分布は現在 までのところ,諸県地方・ 霧島山麓 を中心 とした地域に

限 られている。 出土地は ,え びの市灰塚壇霧?西 諸県郡野尻町大萩督諌 !北諸県都高吟町上

示野原遭親?同 町栗巣上原督計 ,下原智計 ,今 村遷縁4)都城市丸谷第 1婚珠 たかでぁるが ,

多 くは「成川式」 に視点 を当てて編年作業 をすす めるには乏 しい ものがある。 ただ ,最 近の

宮崎県内における発掘調査例 として秀生中 。後期か ら古墳初頭にかけての遺跡が相ついでい

ることか ら近い将来南部九州 のあ り様についての把握が可能 となろ う。 ことに ,丸谷第 1遺

跡 ,大萩遺跡 ,都城市祝吉讐珠 迭 どは良好な遺跡

::!詠 邑亀撃

｀

摂iを ビ託勢挑]をF伊どFi  ,しての様相 を土器群 にみることがで き,南 西部に翼

治的 。文化的変動の反映 として重要な課題 を提示 しているよ うである。

おわ りに

先 に報告書は刊行 されたが (宮 崎県文化財調査報告書第 22集 ),同 じ成川系土器を出土

した「高崎町上示野原遺跡」の発掘調査 にあた り,町 教委黒木昭三氏 をはじめ ,次 の町文化

財保存調査委員の方 々に参加 していただ き多大 な協力を得た。 ここに記 して感 謝申 し上 げま

す。

高崎町文化財保存調査委員 ,永 友幸守 ,三雲清則 ,荒場秋― ,今 村泉の各氏。
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(1)作 業 風 景

(2)遺 物 出 土 状 況
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図 版 5

丹 塗 土 器

土 師 器 ・ 須 恵 器 (番凱甥 9図1斬 )
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迫 遺 跡 発 掘 調 査 報

北諸県郡高崎町大字大牟田字耳ヒ迫





]

「

4

1.本報告は,昭和 57年 2月 23日 か ら

27日 まで高崎町教育委員 会が実施 した

北迫遺跡の発掘調査報告である。

2.発掘調査は ,県文化課主事面高哲郎が

担当 した。

3.出土遺物は,高崎町教育委員会で保管

している。

4.本報告の遺物実厠は ,蓑方政義 , 酒井

晴子氏が行い , トレース,執筆 ,編集 は

面高があた った。
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は じめ に

1.遺 跡 の環境

北迫遺跡は ,北諸県郡高崎町大字大牟田字北迫に所在す る。高崎町は ,霧 島山の北東裾に

開 け る町 で あ る。 町 肉 の地 勢 は ,正 陵 ,台 地 ,沖 積 地等 か ら成 り , 可 耕 地 となる

台地 や沖積地など平坦地の比率 はあま り高 くない。特 に沖積地は ,丘陵 や台地の間を南東ヘ

流路 をとる高崎川 ,木 下川 ,炭床川などの両岸 に開けるのみである。

高崎町内の遺跡は ,町 教育委員会文化財担当黒木昭三氏 によ り縄文時代か ら歴史時代の遺

跡が約 60ケ 所確認 されている。

90 ゎ丹写F写

'i尼

登督ζ舟花fii曇 1毛骨唇壇伊告こ:`;:身層星〕[台!極冨k暴 :5
と言われている。 縄文時代の遺跡は , 16ケ 所確認 されている。 楕円押型文土器を出土 した

(1)                                       (2)
砂子田遺跡 ,縄文後期前半 の沈線文土器を出土す る権現ケ宇都遺跡 ,柏ノ本遺跡,後期後半の

黒色磨研土器を出土す る宇都口遺跡な どがある。 宇都口遺跡 は,遺物の散布状態か ら集落の

存在が予想 されている。弥生時代の遺跡 は ,河 川浴いに発達 する河岸段丘上などで発見 され

ている。 昭和 51年 調査 された今村遺跡では ,前～中期 の凸帯文土器が出土 してい込瑞 ,ゞそ

の遺跡 につ いて は ,詳細 は不 明 で あ る。

古墳 時代 の遺跡 は ,塚 原古墳翠 ,横尾地 下式 横穴 鐸1横 谷原村 上地下式 横穴樫 ,日 守地 下
(7)

式横穴群 な どの墳 墓の他 10数 ケ所 の散布地 が 知 られ ている。 当地 の地 下式 の構造 は ,平入

りの北・ 西諸県 に多 く見 られ るタ イプで あ る。 北・ 西諸 県 の地 下式 は ,構造・ 副葬 品等 が宮
(8)

崎平 野部 の地 下式 を差 異が認 め らね́ る。地下式横 穴 によ り地域性 の示 さね′る北・ 西諸 県地方

(9)

にお いて ,前方 後 円墳 は ,塚 原吉 墳群 と高城 町牧 原古墳群 の 2古 墳群 のみ で ,こ の ことは ,

当地 方 の古墳 文化 を考 える うえで も注 目 され る。

高 崎 町 の吉 墳 時 代 の 墳 墓 は ,地 下 式 横 穴 に 代 表 され る が ,当 時 代 の 集 藩 の 調 査 bll

l10

は ,昭 和 50年 調 査 され た 上示 野 原 遺 跡 が あ る。 上示 野 原で検 出 され た堅 穴式住居 跡 は ,

長 方 形 ,隅 丸 方 形 プ ランで あ る。 2号 住 居 跡 は ,隅 丸“方 形 プ ランで床面積 が約 80″ と

予想 されて い る。 内部施 設 として間仕切 り的機 能 を有 す る突 出部 を もつ が突 出部 を もつ住居
(11)              (12)   (131              (141            (15)

跡 は ,近年 ,野 尻 町大萩 ,都城 市丸谷 第 1,祝 吉 ,宮 崎市学 園都市 ,新富 町新 田原等 の方生

中期 後半 か ら古墳 初頭 にか けての遺跡 で発 見 されて い る。 上示野 原 の例 は ,弥生 か らの系譜

の うえに位置 づ け られ る と思 われ る。 突 出部 を もつ住 居跡 は ,宮 崎 中央部 以北 で は ,発見例
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の少ないタイプであるが ,こ の分布状態 と地下式横穴の分布 とが類似
耐

ることは興味深い。

歴史時代の遺跡は ,平安前半の越州窯青磁碗 を出上 した政所第 2遺跡 ,中 世 と推定 される
(171

カマ ドが検出 された下原遺跡等がある。

高崎町内に所在する 60数 ケ所 の遺跡 の中で ,調査 された遺跡は少ないが ,こ の少 ない調

査例の中で貴重 な資料が得 られてお り,今後 の調査 :研究 を期待 したい。

2.調 査 に至 る経 過

高崎町北迫において ,田 ノ上栄蔵氏が所有する畑地 を昭和55年 8月 ,約 50∽ ほど削平 した

ところ,町教委黒木昭三氏 によって多数 の遺物が散乱 しているのが確認 された。遺物 は, 西

平式系土器 ,黒色磨研土器の他 ,偏平打製石斧 ,磨 石 ,石皿等が あ り,縄文後・ 晩期 の有望

な遺跡 と考 えられた。遺跡の北 西 500れ の台地 においては ,数 年 前 , ほ場整 備事業が実 施

されてお り,今 回 ,発見 された台地 において も同事業が近い将来実施 されることが予想 され

た。 そ こで町教育委員会では ,遺跡 の性格等 を把握す るため発掘調査 を行 うことになった。

調査は ,町教育委員会が主体 とな り,県文化課主事面高哲郎 の担当で昭和 57年 2月 23日

か ら同月 27日 まで 5日 間実施 した。

調査の際 ,協力 をいただいた高山和明,岩崎真一氏 には深 く感謝す る。
高崎町内の遺跡
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Ⅱ 調 査 の概 要

高崎町街の南西・ 高崎川の右岸 には ,標 高 175れ か ら160″ の台地があ り, 南東部は ,浸

蝕 によ り舌状の台地 となっている。北迫遺跡は ,そ の南端の東南東へ緩かに傾斜す る舌状台地

上に立地す る。当地 の南・北の小谷には湧水 もあ り,遺跡の立地 としては好条件 を騰えている。

調査 は,昭和 55年 ,遺物が発見 された畑の西に隣接す る部分において行 う。 トレンチは ,

台地の縁辺部 ,中 央部 に 2″ × 4れ を 5ケ 所設定す る。 その結果 ,第 1ト レンチで堅穴遺構 ,

第Ⅲ トレンチで溝状遺構が検出 された。堅穴遺構及 び溝状遺構か らは ,縄文後 。晩期の遺物

が出土 し,他 の トレンチにおいて も同時期の遺物が出土 してい る。 第Ⅳ トレンチは ,出 土量

も少な く,土層 も自然層 に近 いと推定 され る。

第 Vト レンチか らは ,縄文包含層 の上層か ら土師器 も少量出土 し,北迫遺跡 は,縄文後・ 印 |

晩期及 び古墳時代の遺跡 であることが確認 された。

踊

/～

第 2図  地形図及び トレンチの配 置 図
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ユ.土  層

北追遺跡の土層 は ,第 I層 は耕土 ,第 ■層は

スコリアを含 む黒色土 ,第Ⅲ層 は高原スコ リア

層 ,第Ⅳ層 はボラを若干含む黒色土 ,第 V層 は

黒褐色土 ,第 Ⅵ層 は第Ⅳ層に比ぶてボラを多 く

含 む漆黒色土 ,第 Ⅶ層 は御池軽石層 (御池ボラ )

となっている。第Ⅳ層 の下層及び第V層 におい

て縄文後 。晩期の遺物が出土し,特 に第V層 に

おいて多 く出土す るか ら,第 V層 黒褐色上が縄

文後・ 晩期の包含層 と考えられ る。

第 5ト レンチでは ,古墳時代の遺物 も出土 し

ているが ,第 Ⅳ層 ボラを若千含む黒色土が包 含

層 となっている。

0                        100ひ″

第 5図  第 5ト レン チ東 壁上 層図

2.遺  構

遺構は,縄文後 。晩期 の堅穴状遺構が第 1ト レンテで ,庸状遺構が第 3ト レンチで検出 さ

れる。堅穴状遺構はプラン不明の堅穴 と,さ らにこの堅穴内に隅丸方形 プランと考 えられ る

堅穴の一部が トレンチ南壁で検出 されてい る。後者の堅穴の壁際には径約 30側 の ピッ トが

ある。 2つ の堅穴の床面 は,御池軽石層 中 士

にあ り,特 に踏み締 め られた痕跡はな く, |

住居跡 と考 えに くい。

庸状遺構は ,V字 状 をなし,深 さ約 50

cη である。弧状 に 18″ が確認 され ,台 地

北縁 に平行 に走行す るが ,確 認 された長 さ

が短 いため詳細 は不明である。 溝内の埋土

は黒色土 を含 むボラで ,溝 の南壁には薄 い

砂層が見 られた。
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5,出 土 遺 物 (第 4,5,6図 )

遺物 は ,縄文土器 ,石 器及び土師器が出土す るが ,大 半は ,縄文時代の遺物 である。     十

第 4図 1～ 5は ,西 平式系土器で肩部 に沈線文 ,連点文 ,口 縁反転部 に 2条 の沈線文が施

文されこいる。1は,縄文が施文さオげこのち沈線分が施文されてぃる。 第 4区 6～ 9,第 5図 1・ 2は ,浅

鉢で国縁部の形態か ら3類 に分類で きる。 国縁部が短 く直立 し,沈線文が巡 くもの (1,2),

日縁部が内傾す るもの (6, 9),口 縁部が外反す るもの で 7,8)が ぁ り,淡褐色 を呈 し ,

ナデ調整の6.9以 外は黒福色ないし褐色″呈し研磨 されている。 第 5図 3～ 5,7～ 11,第 6図 8は深

鉢で頸部が長 く外反 し,胴 はあま り張 らず ,口 縁部 に数条の凹線文や沈線文が施文 されてい

る。肩部上に 1条 の界線が巡 るもの もある。第 6図 1～ 4は 底部であげ底 ,平 底があるが ,

出上 した底部は多 くはあげ底である。第 5図 6は表採 されていた高杯の脚部で中央 に穿孔が  Oo
あ り,その下に 1条の浅い沈線が巡っている。 第 6図 5は ,貝 殻条痕文土器 で 1点 のみ出 土 した。

石器は ,扁 平打製石斧 ,磨製石斧 ,磨 石 ,石鏃等が出上 している。扁平打製石斧は終形が

多 く,磨石 には砂岩製 や熔岩製 な どがある。

土師器は,吼 5ト レンチで高坪の脚部片等が出土す る。図化 したのは表採資料で ,第 6図

7は高杯 の杯部 ,6は ,絡縄突帯を もつ甕 の口縁部である。
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第 4図  出土遺物 (1)
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4。 ま  と め

調査の結果 ,出 土 した縄文土器は ,縄文後・ 晩期 に比定 され ,溝状遺構及び堅穴遺構は ,

この時期の ものと考 えられる。遺物 の中で ,特 に扁平打製石斧が多 く出上しているが ,こ の

ことは遺跡の性格 を考 えるうえで注 目され る。

今回の調査では ,縄文時代の遺物の他 ,土師器 も出土 していることか ら,北追遺跡 は ,縄

文後・ 晩期及 び古墳時代 の複合遺跡 であることを知 ることがで きる。 遺跡 の範囲については ,

調査が限定 された範囲であったため明確 に把握 しがたいが,地 形 ,遺物の散布状況か ら,北
に隣接す る舌状台地 に及ぶかなり広鞄囲の遺跡であると推定 され る。

《
註 "

石川恒太郎「 高崎町炭床出土の縄文土器について」宮崎県文化財調査報告書第 16集
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宮崎県教育委員会  1972
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茂 山護「 今村遺跡」九州縦貫自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書(3)宮 崎県教育委員会

1979
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石川恒太郎「 高崎町大字縄瀬字横尾地下式古墳調査報告J宮崎県文化財調査報告書第 16

集  1972

日高正晴「 横谷原村地下式墳発掘調査」宮崎県文化財調査報告書第 19集  1977
石川恒太郎「高崎町仮屋尾地 下式古墳調査報告」宮崎県文化財調査報告書第 15集
1970

宮崎県南部か ら鹿児島県の一部 に分布す る地下式横穴分布圏の中で ,大 野重「/S氏 ,福尾

正彦氏 ,北郷泰道氏 ,面 高等によ り,3地 域か ら5地 域が設定 され ,そ の地域は各 自に

おいて異 なるが ,宮崎平野部 と北諸県・ 西諸県 を分 ける点 においては共通 している。

北諸県都高城町大井手に所在す る古墳群で ,前方後円墳 ,円墳 ,箱式石棺,地 下式横穴

か ら成 っている。
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昭和 56年 (1981)か ら,3次 にわたり新富町教育委員会によ り発掘調査 され ,弥

生中期後半か ら後期前半の堅穴住居跡が検出されている。未報告。

面高哲郎「高崎町東霧島出土の輸入陶磁器」宮崎考古第 6号  198.0
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1.本報告は ,昭和5t年 5月 10日 か ら22日

まで田野町教育委員会が実施 した前平地

区遺跡の発掘調査報告である。

2.発掘調査 は,県文化課主事面高哲郎 ,

同長津宗重が担当した。

3.出 土遺物は ,田 野町教育委員会で保管

している。

4,本報告の実測 , トレース,執筆は , 1

号地 を面高 ,3号地を長津で行い,編集

例

は面高があたった。
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イよじめ に

ユ.遺 跡 の環境

前平地区遺跡 は,田 野町字芳 ケ迫 9268番 地他 に所在する。 田野町は ,宮崎市南西約 14

肋 にあ り,町 域を田野盆地 を中心 とす る町である。田野盆地は ,鰐 塚山系 ,青井岳山系な ど

を外輪山 として ,南 西か ら北東へ楕円状 〔長径 7肋 ,短径 3肋 )に 開 ける小盆地である。河

川は ,盆地北縁 を片井野川が ,南縁 を井倉川が北流 し,盆地北端の灰ケ野付近で合流 して清

武川 となって 日向灘へ と注いでいる。盆地周辺に形成 された扇状地 は,片 井野川 ,井 倉川及

びその支流によって開析 されて舌状の台地 となっている。盆地内に所在す る遺跡の大半はこ

の舌状台地上 に立地 している。

現在 まで確認 されている遺跡 は ,約 20ケ 所であるが ,そ の数 は多いとはいえず ,ま た ,

発掘調査 された遺跡 も少 な く,遺跡 の性格 について も不明な点が多 い。

旧石器時代 の遺跡 は ,ナ イフ形石器をlrt土
した萩ケ瀬遺跡がある。縄文時代の遺跡 は,9

(1)

ケ所確認 されている。早期 の遺跡 としては ,羽 状の貝殻条痕文土器を出土 した前畑遺跡があ

り,後期 の遺跡 には ,発掘調査 の行 れ て い る黒 車遺跡 ,青 木遺跡がある。黒車遺跡か らは ,

昭和 46年 の宮崎大学の調査で綾 A式 ,8式 ,市 来式が出上 し,昭 和 53年 の県教委の調査

1前平地区遺跡  2      3青 木遺跡  4桜 町遺跡  5井 倉洞穴遺跡

９

　

　

９

十
１
１

　
　
ｔ
▲
一
一
マ
・
　
　
―

21前畑遺跡  22八重A遺跡 23八重 B遺跡

第 1図  田野 町 内の遺 跡分布 図
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では ,綾 式 ,下弓田式 の他 ,前期 の曽畑式 ,晩期 の黒色磨研 土 器 ,お よ び弥 生終 末 に近 い弥
(2)

生土器が出土 して い るが ,遺構 等 は検 出 され て いない。 昭和 38年 ,賀 川光夫 ,鈴木 重治氏等

によ り調査 され た青木遺跡 か らは ,指 宿式 ,綾式 ,市 来式 ,下 弓田式等 が出土 し,指 宿式 ,

綾式 と市 来式 ,下弓田式 の中間形式 と して ,青木式 土器が設 定 され て い る。 遺構 と して は ,

(3)

不整 円形 プ ランの配石遺 構 , トチの実が出上 し,貯蔵穴 と推定 され る軽穴等 が 検出 されている。

弥生 時代 の遺跡 は ,現在 まで ほ とん ど確認 され て いず ,黒 車 出土弥生 土 器 は貴 重 な資料 と

な って い る。

(4)       (5)
古墳 時代 の遺跡 は ,地 下式横 穴が発 見 され て い る灰 ケ野 ,高野原 ,箱 式石 棺が確 認 されて

(6〕

いる前平遺跡 が あ る。 当時代 の確認 された遺跡 は墳 墓 のみで ,集落等 は知 られ て いないが ,

これは,調査等が少ないためと考えられる。
                             c

町内で発見 されている遺跡 は,縄文時代の遺跡が多 く,方生以降の遺跡 は少ない。 明治 中

ごろの地誌である平部嬌南の「 日向地誌」によると,田 野町は ,水利は極めて便な らず ,住

々に早害があ り,土地 はやせていたとあ り,弥 生以降が少 ない ことは ,こ の田野町の地勢 に

よるものか と思われる。

宮崎平野部の中で大淀川以南の宮崎市 ,清 武町では地下式横穴が現在のところ未発見であ

る。 この中にあって ,田野町で地下式横穴が発見 されていることに対 して ,延喜式 に記 され

た古代の官道 ,救磨瓢 (宮 崎市熊野 )か ら水俣駅 (北諸都三股町 )の 中継地 として注 目され
(7)

ている。 この点 については ,箱式 石棺が宮崎南部の内陸部 においては,田野町前平 ,三股町
(8)

に隣接す る高城町牧 ノ原古墳群 において発見 されてお り,今 後 ,こ の箱式石棺の分布に も注

意す る必要があろ うと思われ る。

2.調 査 に至 る経 過

昭和 56年 4月 ,宮 崎県農業開発公社が農地造成 を行 うため ,田野町東部 の前平地区で土

地購入の計画があ り,当 地区では ,以 前箱式石棺が確認 されてお り,ま た ,地形等か らその

他の遺跡の存在が予想 された。 そこで町教育委員会 ,県文化課で分布調査 を実施 した ところ ,

購入計画地 に数ケ所の遺跡が確認 され る。町教育委員 会では,県文化課の指導により,確 認調

査を行 うことにな り昭和 57年 5月 10日 か ら 22日 までの 10日 間調査 を実施 した。 調査

は,田野町教育委員会が主体 とな り,県文化課主事面高哲郎 ,同 長津宗重の 2名 が調査 を担

造した。調査協力 として ,農業開発公社か ら作業員 や重機の提供があった。
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Ql 10

工 調査 の概要

1,前 平地 区遺 跡

田野町前平地区は ,田野盆地東部 ,前平山の北西据 に位置す る。付近 は,西面す る扇状地

で,各所 には扇状地特有の湧水が見 られ ,湧水 は小川 とな り井倉川へ と注いでいる。扇状地

は ,こ の小川 によ り開析 され ,北 西へ延 びる舌状の台地 となってお り,遺跡はこの台地上に

立地する。

8前
,岬 地区では ,九州鰻 自頒 醜 設 に伴 う分布調査の際 ,箱式石棺が 綜 されて

いる。昭和 56年 の分布調査 によ り新たに 2ケ 所 の遺物散布地が発見 され ,さ らに 1ケ 所で

墳墓 の遺構の存在が予想 された。 そこで 4ケ 所 を北か ら 1号 地遺跡 ,2号 地遺跡 と仮称す る

ことにした。

1号地 は,前 平地区で最大面積 を有す る舌状台地 に立地 している。 H/S和 56年 の分布調査

の際 ,中 央部で土師器が採集 されている。 2号地 は ,墳墓等の存在が推定 された地区である。

3号 地では,昭和 56年 の調査で縄文後期の沈線文土器が採集 されている。 4号地は,以 前 ,

箱式石棺 の存在が確認 されていた地樫で,昭和 56年 の調査で も土器片が採 集 されている。

宏

に

Ｂ

▼

，

第 2図  前平 地 区遺跡
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2.ユ 号 地

調 査 区 の 設 定 と概 要

1号地の調査は,4カ × 15″～2れ

の トレンチを南北 に 4列設定 して行 う ,

(第 3図 )。 当地 の基本層序 は,第 I

層表土 ,第 二層黒色土層 ,第 Ⅲ層赤ホ

ヤ層 (第 1オ レンデ ),第Ⅳ層硬質褐

色土層 ,第 V層 黒褐色土層 ,第Ⅵ層暗

褐色土層 となっている。台地中央部 の

1～ 4区 までは ,後世の開発 によ り第

Ⅲ層直上まで削平 を受 け,昭 和 56年

の分布調査の際採集 された土師器の包

含層は大半が攪乱 を受 けていることが

判明す る。 E-5区 のみで第 Ⅱ層の残

存が見 られ ,布 痕土器等が出土 し,焼

土 も検出 された。分布調査の際の土師

器は ,第痕土器 を伴 うもの と推定 され

る。 この時期の柱穴等 の遺構は確認 さ

れていない。

赤ホヤ層下の第 Ⅵ層黒掲色土層 では,縄文早期の集石遺構等が検出 され ,吉 田 ,前平式系  |
の貝殻文土器が出土 している。 B-1・ 2で検出 された集石遺構は,径 60∽ の円形に挙大の

角礫が集石す るが ,宮崎県内の集石遺構上部 にみ られ る角礫 の層の面的拡が りはみられない。 D
S N

I 表  土

I 赤ホヤ風化土

Ⅲ 赤ホヤ層

IV 暗褐色土層
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0∞   i`P V 黒褐色土層 雑
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3区 では, トレンチ南壁の近 くで南へ拡が る

・ 4区等で貝殻文土器 ,押型文土器 等

-3,E-3・ 4区 では若干多 く出土

される。

の角礫が点在す るが ,こ れは ,集石遺

る布痕土器が出土 している。布痕土器

と考 えられ る。縄文土器は ,押型文

。前平式系 の貝殻文土器である。 2・

文があ り,凸 帯の周囲を沈線が一巡 し

が施文 されている。色調は,赤褐色な

様施文具によ り短沈線ない し押点が 2

のタイプの上器の出土量は ,少 ない。

のみ であ る。

要逢郡 ‐

(面 高哲郎 )

ユ号地 出土遺物
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5。 5号 地

調 査 区 の 設 定 と概 要

3号地 は , 1号地 と谷 を換んで南に対峙す る標高 155～ 1652の 舌状台地 の先端 に位置す

る (第 2図 )。 22× 5カ の トレンテを 7本設定 して試掘 を行ない (第 6図 ),以 下のよ う

な結果 を得た。第一に,3号 地における基本層序 は , 1号地 と同様 に,第 I層 (表土 ),第

Ⅱ層 (赤 ホヤ風化土 ),第 Ⅲ層 (赤 ホヤ層 ),第 Ⅳ層 (硬 質の暗掲色土 ),第 V層 (黒褐色

土 ),第 Ⅵ層 (粘質の暗褐色土 ),第Ⅶ層 (明 褐色土の地山 )で ある (第 7図 )。 第二に ,

第Ⅲ層 (赤 ホヤ層 )以上の文化層 は耕作 によって完全に削平 されていたが ,第 Ⅲ層 (赤 ホヤ

層 )下 の第 V層 (黒褐色土 )で集石遺構 と早期 の縄文土器・ 打製石鏃・ 剥片等 を確認 した。

遺  構

2.・ 4・ 5・ 6ト レンチの第 V層 (黒褐色土層 )に おいて集石遺構が確認 された。特 に 5

トレンチでは第 v層 全面 に挙石の焼石が検出 され ,集石下の掘 り込みを 6ケ 所確認 した。 6

トレンチで も第 v層 に掘 り込んだ集石遺構 を 1ケ 所確認 した (第 8図 )。
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第 6図  前平地区遺跡 5号地 トレンチ配置図
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第 7図  2ト レンチ西壁 土層図 第 8図  6ト レンチ遺構実測図

(1)縄 文 土器 (第  図 1～ 14)

1・ 2は 4ト レンチ出土である。 1は 条痕文 ,2は 貝殻条痕文 を表面に施 した胴部片であ

る。 1・ 2は所謂「 前平式」 である。

1・ 2は 5ト レンチ出土である。 3・ 4は楕 円押型文 ,5は 山型押型文 ,6は 貝殻条痕文 ,

7は 貝殻腹縁刺突文・条痕文を表面 に施 した胴郵片である。 8は ナデを表面に施 した尖底気

味の底部片である。 9は 貝殻条痕文 を表面に施 した平底 の底部である。 7は所謂「 吉田式」

であ る。

10～ 14は 6ト レンチ出土であ る。10は 貝殻腹縁利突文 と貝殻条痕文 を施 こし,平坦気味 の

口唇部 を有す る国縁部片 であ る。 11は ヘ ラ描 き凹凸文 と貝殻条痕文を施 こし,平坦気味の口

唇部 を有す る口縁部片である。 12は 貝殻条痕文 ,18は 条痕文 ,14は 貝殻腹縁刺突文 を表面 に

施 した胴部片 である。 10～ 13は 所謂「 前平式」 ,14は所謂「 吉田式」である。

(2)石  器 (第  図 15～ 19〕 )

15～ 19は 5ト レンチ出上 の打製石鏃である。15～ 19は 凹基式 で,15o16は チ ャー ト,V～
19は 黒耀石である。                         (長 津宗重 )

物遺

赤ホヤ風化土層

6 暗棚色上層 (やや粘質)

9          1tp.θ ″

4 黒胴色土
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めとまⅢ

今回の前平地区の調査は,4地 区で実施 した結果 , 1号地 は縄文早期 及び平安 ,3号 地は

縄文早期 の遺跡であることが確認 された。 1・ 3号地の縄文早期の包含層 は ,深 い位置に存

在 したため,後世 の影響 を受 けずに良好 な状態である。 1号地 で検出 された竪穴遺構は ,遺
物の出土状態か ら住居跡 と考 えられ , さらに集落が存在する可能性が高い。 3号地 で検出 さ

れた集石遺構 と角礫層 は ,集石遺構の機能 ,あ り方な どを解明す るうえで好資料である。

1号地 の平安期の包含層 は舌状台地中央部が削平 を受 け大半が消滅 しているが , E-5で
確認 されたよ うに舌状台地の東西端においては包含層が残存 しているもの と推定 され る。

° 既E電語εこ侵た手Sを |こ悪貫を悟看稔肇思IFttg吾き轟はこ畳frξll声|ヒ歴∈ど
確認 されなか った。今回 ,諸 事情によ り未調査である 4号地東部では,板石の散乱 が見 られ ,

また ,今調査の際 ,土 師器小片 も出土 していることか ら,箱 式石棺 の確認は ,今後の調 査に

期待 したい。 (面高哲郎 )

《
註 "

(1)茂 山護「 宮崎郡田野町採集の貝殻条痕文土器」 宮崎考古第 4号  1978

(2)岩永哲夫 ,北郷泰道「黒草遺跡」 九州縦貫 自軸車道埋蔵文化財調査報告書(3)宮 崎県

教育委員会  1979

(3)鈴 木重治「 宮崎県田野町青木遺跡の調査」 日本考吉学協会囲回大会研究発表要旨 1963
(4)田中茂「 宮崎郡田野町灰ケ野地下式横穴」 宮崎県総合博物館研究紀要No l 1972
・ 石 FII垣太郎「 田野町灰ケ野地下式吉墳調査報告書 J 宮崎県文化財調査報告集  第 17

集 宮崎県教育委員会  1973

(5)日 高正晴「 高野原地 下式 1号墳発掘調査」 宮崎県文化財調査報告書第 24集  宮崎県

教育委員 会  1981

宮崎県教育委員会「 九ヴ‖‖縦貫 自動車道 (宮崎県 )関係遺跡分布調査報告書」 1971
註 51こ 1司 じ

牧 ノ原古墳群 は ,北諸県郡高城 町大井手に所在 し,前 方後円墳 (3基 ),円 墳 (9基 )

箱本石棺,地下式横穴から成る古墳群である。

註 6に 同 じ

６

　

７

　

８
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旭台地下式横穴群発掘調査報告

西諸県郡高原町大字広原旭台

(人 骨 編)





口

1.本報告は ,昭和 50年 12月 4日 か ら同月

12日 まで宮崎県教育委員会及び高原町教育

委員会で実施 した西諸県郡高原町旭台地下式

横穴群発掘調査 において出上 した埋葬人骨に

かか る報告である。

2.人 骨の考証は ,長崎大学医学部解音1学 第二

教室 に依頼 し,同教室講師松下孝幸,同助手

分部哲秋 ,同研究生野田耕一氏に執筆いただ

いた。記 して感謝申し上げる。

3.発掘調査の報告は ,宮崎県文化財調査報告

書第 19集 に掲載 している。

例
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宮崎県高原町旭台地下式横穴出上の古墳時代人骨

*           **
松 下 孝 幸・ 野 田 耕 一

は じめ に

宮崎県西諸県郡高原町大字広原 にある旭台地下式横穴群は 1975年 の 12月 に発掘調査

が行なわれ ,こ の調査によって 30体 を超える人骨が出土 した。 当教室では ,か ねてか ら地

下式横穴 (古墳 )か ら出土す る古墳時代人骨 に特 に関心 を寄せ ,こ の古墳人 の形質 を明 らか

にす るため,人骨 の収集に力 を注いで きたが ,関 係機関および地元の研究者 の方 々の ご協力

によって次第に資料 も増 えつつある。資料の増加 に伴 ない ,地 下式横穴 (古墳 )出上の吉墳

人 (以 下「地下式古墳人」 )の 形質は当初考 えていたよ り複雑で ,地 方差の存在 を示唆する

資料 も発掘 されている。 こういった新たな問題 に対応 し,更 に研究を進 めてい くためには ,

従来発掘 されてい る人骨を早急に整 備し資料化 してお く必要がある。

保存状態は必ず しも十分 な ものではないが ,上述 したよ うに 30数体の資料は貴重であ り,

今後 ,地 下式古墳人の形質 を考察す る上では欠かす ことので きない資料になると考 えられ る

ので ,計測 ならびに人類学的観察 を行なった。 その結果 を報告 したい。

なお ,本横穴は石川 (1970に よれば ,古 墳時代後期の前半 に属す るものである。

1975年 12月 に調査 されたのは 1号墳か ら 12号 憤 までの 12基 の地下式横穴であった

が,県文化課の調査以前に人骨が取 り上 げられていた墳墓が 1基 あるので ,こ れ を「番外 1

号墳」 とよぶ ことにする。 旭台地下式横穴か ら出土 した人骨は解剖学的精査の結果 ,表 1の

とお り,36体 の人骨であった。 36体 の うち成人骨 は 28体 で ,残 りの 8体 は小児骨・ 成

年骨であった。成人骨 28体 の うち 15体 が男性 ,9体 が女性で ,あ との 4体 は性別 を明 ら

かにで きなかった。 なお各地下式横穴か ら出土 した人骨の性別 。年令 は表 2の とお りである。

番外 1号憤か ら出上 した人骨は一括 されていたために ,個 体別 に正確に分けることは不可能

であったが ,頭蓋 は 5体分 あ り,そ の うちの 1体 は小児骨であった。

*  長崎大学医学部解剖学第二教室

** 長崎大学医学部研究生
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計測方法はMttfin― Saller(1957)の 方

法で行 ない,一部 は Howells(1973)の 方

法で ,ま た鼻根部は鈴木 (1963)と 松下

(1983)の 方法で計測 した。

表 ユ 資 料 数

人 小児・ 成年 合 計

男性 女性 不明

15

比比較資料 としては,宮崎県の例 として ,灰 塚 (内 藤 , 1973),大 萩 (肉 藤 , 1974),  1

日守 (松 下, 1981),上 の原 (松 下 ,1981)本 庄 28号憤 (松下・ 分部 , 1982)お よ

び山口市の朝田墳墓群第Ⅱ地区にある横穴墓か ら出土 した吉墳人 (以下「 朝田古婁人」 )

(松 下 ,1982)を 用いた。 なお表中の宮崎県地下式古墳人 とは ,上記の灰塚 ,大萩 ,日 守 ,

上の原 の各地下式横穴か ら出土 した人骨を一括 して平均値 を算出 した ものである。

本地下式横穴か ら出土 した人骨の うち,小児・ 成年骨については分部が別項で詳述 してい
 olひ

るので ,本 稿では成人骨についてのみ報告す る。

表 £ 出 土 人 骨 一 覧

人 骨 番 号 性別 年令 人 骨 番 号 性別  年令

成

お

最

と

ず

3

3号墳 1号人骨

2号人骨

3号人骨

7号墳 1号人骨

2号人骨

3号人骨

4号人骨

5号人骨

6号人骨

7号人骨

8号墳 1号人骨

2号人骨

3号人骨

9号墳 1号人骨

2号人骨

3号人骨

4号人骨

5号人骨

熟年

熟年

成年

熟年

熟年

壮年

不明

壮年

成年

壮年

熟年

小児 (I期 )

熟年

熟年

壮年

小児 (I期 )

熟年

熟年

熟年

熟年

不明

壮年

成年

熟年

小児 (I期 )

小児 (Ⅱ 期 )

壮年

熟年

壮年

壮年

熟年

熟年

熟年

熟年

不明

小児 (I期 )

女性

男性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

女性

不明

男性

女性

女性

男性

10号墳 1号人骨  不明

2号人骨  男性

3号人骨  不明

11号墳 1号人骨  男性

2号人骨   ―

3号人骨  男性

4号人骨   ―

5号人骨   ―

12号墳 1号人骨  男性

2号人骨  女性

3号人骨  男性

4号人骨  男性

5号 人骨  男性

番外 1号墳頭蓋 A  男性

B  男性

C  女性

D  不明

E   ―

１

　

き

　

り

３
　
長

　

・

ｈ
ｎ
一
口
７
十
１
１

(小児の区分は分部の分類方法 (1981)に よる。)
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所

(1)頭

ユ.脳 頭 蓋

顔面頭蓋に比べ脳頭蓋 の保存状態 は著 しく悪 く,と くに後頭部が大部分の個体で欠如 して

お り,従 って計測で きない項 目が多い。男性脳頭蓋 の計測値は表 22に示すとお りで ,頭蓋

最大長,頭蓋水平周 および正中矢弧長 などは計測で きず ,従 って頭蓋長幅示数 を算出するこ

とは で きなか った 。 しか し観察によって頭型 を推定す ることが出来 るものが 4例 あ り,い

ずれ も短頭 に傾 いている。

頭蓋最大幅 は 143.3322(3例 ),バ ジオン・ ブレグマ高 は 186.00π″(3例 ), 横弧長 は

312.00″2(2例 )で ある。

女性脳頭蓋の計測値は表 23に示す とお り,頭蓋最大長 は 179.50″π(2例 ),頭蓋最大幅

140π″(1例 ),バ ジオン・ ル グマ高 133.00π″(2例 )で あるが ,頭蓋長幅示数 を算出で

きるものは男性同様 1例 もなか った。 しか し,観察によって頭型 を推定で きる ものが 3例 あ

り,そ の うちの 2例 は明 らかに短頭へ
lt■ いた もので ,残 りの 1例 は中頭型 に属 していた。

次いで ,す でに報告 されている地下式古墳人 と朝田古墳人 との比較 を行 なってみると,(表

3,4),男 性では ,前 述 しているよ うに本古墳人の頭型 は短頭に傾いてお り,朝 田古墳人が

長頭へ傾いているの と対称的である。 また頭蓋最大幅は朝田吉墳人 と大差 ないが ,バ ジオン

。ブ レグマ高 は朝田古墳人よ りやや高い。

表 5 脳 頭 蓋計 測 値 (男 性 ) (肋 )

見

蓋

,

旭台地下式

古墳人

宮崎県地下式

古墳人

朝田横穴墓

古墳人

1, 頭蓋最大長

8. 頭蓋最大幅

17. バジオン・ ブレグマ局

8/1 頭蓋長幅示数

17/1 頭蓋長高示数

17/8 頭蓋幅高示数

23  頭蓋水平周

24. 横 弧 長

25, 正中矢状弧長

143.33

136.00

89.98

31200

185Ю 0

146

14350

7657

93,79

380

18300
14300
13000

76.71

7398

92.25

525

306

359,00

3

1

2

2

1

4

2

2

2

2

1

1

1

2
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女性では,頭蓋最大長および頭蓋最大幅 は朝田古墳人よ りもやや大 きく,頭型 は前述 して

いるとお り,男 性同様短頭 に傾いているよ うである。朝田古墳人の頭蓋長幅示数の 2例 の平

均値 は 78.04で あるが ,観察所見 を考慮すれば,実 際は もう少 し長頭へ傾 いてお り,本例は

この朝田古墳人の頭型 とは異 なっている。

表 4 脳 頭 蓋 計 測 値 (女 性 )
(π″ )

胸
　

く

旭台地下式

古墳人

宮崎県地下式

古墳人

朝田横穴墓

古填人

1  頭蓋最大長

8  頭蓋最大幅

17  バジオン・ ル グマ局

8/1 頭蓋長幅示数

17/1 頭孟長高示数

17/8 頭蓋幅高示数

23  頭蓋水平周

24   横 弧 長

25, 正中矢状弧長

2

1

2

2

1

2

6

3

5

2

4

3

1

3

2

17950

140

13300

72.57

304

360

177.50

140

13050

73.45

30050

17250

134,67

131.20

7804

7557

9727

508

301,00

35700

01

例
　
　
　
式
　
古
　
も

寓

　

墳

2.顔 面 頭 蓋

男性の顔面頭蓋 の計測値は表 24に示す とお り,類骨弓幅が 135002″ (2例 ), 中顔幅99

00π″(4例 ),顔高 11167π″(2例 ),上顔高 65″π(5例 ),コ ルマンの顔示数および上顔示

数は ,そ れぞれ 8231(1例 ),4846(1例 )で , ウィル ヒョーの顔示数および上顔示数は ,

それぞれ 11310(2例 ),6484(2例 )と な り,低 顔 の傾向が著 しい。

眼冑幅は 44.0022(右 ,3例 ),436722(左 ,3例 ),眼冑高は 33332″ (右 ,6例 ),32.67

″″(左 ,6例 )で ,眼冑示数 は 76.65(右 ,3例 ),75.62(左 ,3 bll)と な り,右 はmeskonch

(中 眼冑 ),左 は chanaekonch(低 眼冑 )に属 している。

鼻幅は 28.7122(7例 ),鼻高は 4850″″(6例 )で ,鼻示数 は 5916(6例 )と な り,hyperc

hamaerrhin(過 低昇 )に属 している。

また全俣」面角 は 76.67度 (3例 ),鼻側面角は 7800度 ,歯槽側面角 は 7367度 (3例 )

である。

女性の顔面頭蓋の計決1値 は表 25に示す とお りで ,中 顔幅 101.00筋″(2伊1),顔高 10967

π″(3例 ),上顔高 62.002べ 2例 )で ,ウ ィル ヒョーの顔示数 および上顔示数 は ,そ れぞれ

墳
　

が

―-82-



9,

1,

7

107.44(2例 ),61,39(2例 )と な り,男 性同様低顔である。

眼冑幅は 4033筋2(右 ,3例 ),4033″″(左 ,3例 ),眼冑高は 33.002″ (右 ,2例 ),33.00

πべ 左,2例 )で ,眼富示数 は 75,00(右 ,1例 ),84.61(左,2例 )と な り,右 は chamaekonch

(低 眼高 )に ,左 は mesOkonch(中 眼寓 )に属 している。

鼻幅は 2675π″(4例 ),鼻高は 490022(2例 )で ,昇 示数は 5547(2例 )と な り, chan

aerrhin(低 鼻 )に属 している。

全側面角は 80.00度 (2例 ),鼻側面角 は 8567度 (3例 ),歯槽側面角は 6300度 (2

例 )で ,歯槽側面角は小 さく,4例 の うちの 2例 にはやや強い歯槽性突顎が認 め られ る。

次いで ,男 性 について他 の資料 と比較 してみると (表 5),類 骨弓幅や中顔幅は他の地下

ゅ  
式古墳人や朝田古墳人 よ りも小 さく,顔高 や上顔高 も朝田古墳人よ りも小 きく,他 の地下式

古墳人 に比較的近 い。顔示数や上顔示数 について も同様の傾向が認 められ ,朝 田古墳人よ り

もよ り低頭の傾向が う力>力 えゞる。

眼冑 について も同様 で,眼冑幅 もあま り広 い ものではないが ,高径はよ り低 く,従 って眼

冑示数は小 さくな り,朝 田古墳人よ りも小 さい示数値 を示 し,従 来報告 されている地下式古

墳人のそれと一致 してい る。

また鼻根部 の計測値 は表 26・ 6に示 しているように,鼻根部は広 く扁平であるが ,朝 田古

墳人 と比較 してみると,幅 は旭台地下式古墳人の方がやや広 いが ,扁平度は朝田古墳人の方

が強い。

鼻部について もその高径が著 しく低 く,鼻示数は大 きな値 となっている。

表 5 顔 面 頭蓋 計 測値 (男 性 ) (22)

n  M   n  M   n  M
40   顔  長      3 10000     -   3 93.33

47/45  顔 示 数
48/45  上顔示数
47/46  顔 示 数
48/46  上顔示数

旭台地下式
古墳人

2  135.50
4  99.00
3  11167
5   65.00
1   82.31
1   48.46
2  113.10
2   64.84
3   4367
6   32.67
3   75.62
7   2871
6  48.50
6   5916

宮崎県地下式
古墳人

1  146
4  103.25
4  114.25
5   64.40
1   82.01
1   46.04
2  113.13
2   62.23
6   44.00
6   3317
6   75.48
7   2757
7  50.14
7   54,94

朝田横穴墓
古墳人

1(140)
3  104.67
3  118.00
5   67.60
1 (85.00)
1 (4857)
2  115.86
8   66.59
3   45.67
3   36.67
3   80.41
4   2725
5  52.40
4   51.44

45
46.

47.

48

類骨弓幅

中 顔 幅

顔  高

上 顔 高

51.

52.

眼 宙 幅

眼 寓 高

Ｋ

Ｋ

Ｖ

Ｖ

左

左

左52/51  眼寓示数

鼻  幅

鼻  高

54.

55
54/55  鼻 示 数
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歯槽側面角については ,朝 田

吉墳人よ りも大 きく,歯槽性突

顎の傾向は弱 い ものである。

女性 について同様 に比較 を行

なってみると (表 7)中 顔幅は

比較資料 と大差ないが ,顔 高お

よび上顔高は 2群 よ りもわずか

に大 きく,従 って顔示数 もわず

かに大 きい。 しか し,2群 と同

様低頭の傾向は強い ものである。

表 6 鼻根部計 沢」値 (男 性 ) (″″,度 )

旭台地 下式

古墳人

n     �I

朝田横穴墓
古墳人

前眼冑 間幅

昇根横 弧 長

昇根彎 曲 示数

昇骨最 小 幅

前頭 突 起 上幅 (右 )

(左 )

前頭 突 tE水 平 傾 斜角
グラベラ・ ナジオン投影距離

鼻  根  角

鼻根 陥 凹 示 数

4   2050
2   24.00
2   7917
3    900
3   1loo
2   1050
1   98
2    250
2  137.00
2   1962

n     h4t

5   1960
5   22.00
5   8898
5   880
5    960
5    960
4  11375
1   2
4  144.75
4   1308

C10
眼冑幅はやや供 く,眼 寓高はわずかに高いので ,眼 宙示数 はこの 2例 をみ るか ざりでは大

きな示数値である。

鼻根部の計測値は表 27・ 8に 示す とお りで ,昇 根部は広 く扁平であるが ,男 性 と同様 ,

鼻根の幅は本例 の方が幅広 く,痛 平度は朝田古墳人の方がやや強いよ うである。

鼻幅は 2群 の比較資料 と大差な く,鼻高はわずかに大 きいので,鼻示数 もわずかに小 さい

が ,ほ とん ど 2群 と大差ない。

また歯槽倶」面角 は小 さく,朝 田古墳人 と同様 ,女性には強い歯槽性突顎が認 め られ る例が

あった。

表 7 顔 面頭蓋 計 測 値 (女 性 ) (22)

‘
´

央４
　
襲
　
卜
　
６６
　

一１

旭台地下式
吉墳人

宮崎県地下式
古墳人

朝田横穴墓
古墳人

M
40.

45.

46.

47
48.

47//45
48//45
47//46
48///46

51
52
52//51
54
55.

54//55

顔   長 95

10100
10967
6200

107.44
6139
40.33

3300
84.61

2675
4900
5547

134
10000
10733
6133
8134
47.76

108.24
5872
4060(右 )

3180(右 )

7755(右 )

26.00

45.60

5653

幅

幅

高

高

数

数

数

数

幅

高

数

幅

高

数

隅

顔

　

顔

示

跡

示

蘇

寓

冑

舗

　

　

一不

顆

中

顔

上

顔

上

顔

上

眼

眼

眼

鼻

鼻

鼻

Ｋ

Ｋ

Ｖ

Ｖ

左

左

左

1

2

3

3

1

1

2

1

5

5

5

4

5

4

4  10000

3  100.00
5  10640
7   6057

3  105,91
3   6250
6  4200(右 )

7  3257(右 )

6 7703(右 )

7   26.43
7  4686
7   56.32

周′

3ι

′ま
'

″胞
(

とイ

と

大 :

う¬

が ,
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支 )

墓

60
00
98
80
60
60
75

75
08

よ大

叢 ,

ざい

刺が

表 8 鼻根 部計 測値 (女 性 ) (翻度 )

旭台地下式
古墳人

朝田横穴墓
古墳人

M

前眼冑間幅

鼻根横弧長

鼻根彎曲示数

鼻骨最小幅

前頭突起上幅  (右 )

(左 )

前頭突起水平傾斜角
グラベラ・ ナジオン投影距離
昇 根 角

鼻根陥凹示数

3

2

2

3

2

4

2

4

2

2

20.Oo

26.00
82.74

933
9.50

10.25

89.50
■75

160.00

■41

17.29

2057
85.35

814
9.57

9.14

101.50
■00

15383
1■42

7

7

7

7

7

7

6

6

6

6

② 四 肢 骨

1)上 肢 骨

1.上 腕 骨

男性の計測値は表31に示す とお りで ,最大長が計測可能な ものは 1例 もなかった。推定中

央位での最大径 は 23.50″2(右 ,4例 ),24.3322(左 ,3例 ),最小径 は 1■ 50″π(右,4例 )

18.33肋 (左 ,3例 )で ,骨体断面示数 は 7437(右 ,4例 ),75。39(左,3例 )と な り,骨 体

はやや扁平である。 また骨体最小周 は 61.2522(右 ,4例 ),63.00πべ 左,3例 ),中 央周 は

66.75″″(右 ,4例 ),6933″べ 左,3例 )で ,骨体 はやや細い。

女性の計測値は表32に 示す とお り,最大長は 2632″ (右 ,1例 )で ,や ゃ短か く,骨 体最小

周は 54.00″2(右 ,2例 ),53.00肋 (左,3例 ),中 央周 は 59,00″π(右 ,4例 ),60。33″″(左

3例 )で ,骨体は細 く,長厚示数 は 20.53(右 ,1例 )と な り,示 数値はあま り大 きな もので

はない。 また中央最大径 は 2000協″(右,4例 ),21.00肋 (左 ,3例 ),中 央最小径 は 15.50

22(右 ,4例 ),15.672″ (左 ,3例 )で ,骨体断面示数は 7767(右 ,4例 ),7■ 64(左 ,3例 )

とな り,左側 の方がやゃ扁平である。

次いで ,比較資料 との比較 を行 なってみると (表 9, 10),朝 田吉墳人よ りもわずかに

大 きいのが ,ほ とんど大差 ない。 また女性につ いて も,朝田古墳人 よ りもわずかに大 きいよ

うであるが ,こ れ も大差 な く,男 女 ともに骨体は細い。骨体の扁平性は男性では認 められる

が ,女性 では弱 い ものである。
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表 9 上 腕骨計 測値 (男性 ,右 ) (″″ )

|

010
|

旭台地下式

古墳人

朝田横穴墓
古墳人

お

の

長

大

1  上腕骨最大長

2  上腕骨全長

5. 中央最大径

6  中央最小径

7  骨体最小周

駅a)。 中 央 周

6/5 骨体断面示数

7/1 長厚示数

4

4

4

4

4

1

1

4

4

2

4

4

1

23.50

17.50

61.25

66.75

7437

299
294
2250(左 )

1650(左 )

6250(左 )

65,00(左 )

73.47(左 )

2074

骨 4

表 10 上腕骨計測値 (女性 ,右 ) (22)

旭台地下式
古墳人

朝田横穴墓

古墳人

n    WI と |

28

い

'

や I

1. 上腕骨最大長

2. 上腕骨全長

5  中央最大径

6. 中央最小径

7  骨体最小周

駅a.中  央 周

6/5 骨体断面示数

7/1 長厚示数

1  263
1  258
4  2000
4   15.50

2   54.00

4  5900
4   77.67
1   2053

1  264
1  262
2  1950
2   1500
2   5300
2   5750
2   7684
1   1970

後

　

７

７
　
鳥
日
　
２

な

　

く

に
凸
▼
Ｆ
Ｉ

女

　

よ

2.携 骨・ 尺骨

4完骨の計測値は表33,34に 示すとおりで,男 性について朝田古墳人と比較してみると(表

H),諸径は朝田百墳人の 1例 よりも小さく,ま た骨体の扁平性は強い。

一方 ,女性撓骨の最大長はやや長いが,骨体はやや細い。

表 ll iえ骨計測値 (男性,右 )
(22)

旭台地 下式

吉墳人
朝田横穴墓

古墳人

M

3.  最 小 周

4  骨 体 横 径

4a  骨体中央横径

5   骨体矢状径

5a  骨体中央矢状径

5(5) 骨体中央周

5/4  骨体断面示数

5a/4a 中央断面示数

1

3

3

8

3

3

3

3

41

17.33

16.67

12.33

1200
45,00

71.13

71.94

17(左 )

17(左 )

13(左 )

13(左 )

47(左 )

76.47(左 )

76.47(左 )
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尺骨の計測値 は表 35,36に示す と

お りで ,男 性について朝田古墳人 と

の比較 を行なってみると (表 12),

長径は長いが ,骨 体諸径 につ いては

大菱ないよ うである。

女性について もその長径 は長 く ,

骨体 はやや細 い傾向が認め られる。

2)下 肢 骨

l.大 腿 骨

男性大腿 骨の計測値は表37に 示す

表 と£ 尺骨計 測値 (男性,右 )

旭台地下式  朝田横穴墓
古墳人    古噴人

1.  最 大 長

2   機 能 長

3   最 河ヽ 周

11.  尺骨矢状径

12   尺骨横径

S   中央最小径

L   中央最大径

C   中 央 周

3/2 長厚示数

11/12 骨体断面示数

S/L 中央断面示数

1

1

2

2

2

2

2

2

1

2

2

266
233
3■00
14.00

1750
1350
17.50

49.50

15,02

79,9o

76.96

244
213
33

13

17

13

17

49
1549
76.47

76.47

とお りで最大長 を計測 す るこ とが で きる もの は 1例 もなか った。 推 定 中央位 での矢 状径 は

2825 翻 (右 , 4 Jll),  28.75脇  (左 ,  4例 ), 横径 は 27.00肋 (右 , 4 Dll),  2 7. 0 0肋

(左 ,2例 )で ,骨 体中断面示数 は104.88(右 ,4例 ),10371(左 ,2例 )と な り,骨 体

後面の発達は悪 く,粗線の発達 も悪い ものである。 また上骨体断面示数は 80.84(右 ,2 blD

7904(左 ,2例 )で ,骨体上部の痛平性はあま り強いものではない。

女性大腿骨の計測値 は表38に示す とお りで ,最大長は375翻 (左 , 1例 )で ,中 央周は

78.20″″(右 ,5例 ),76002″ (左 ,3例 )で ,長厚示数は 1946(左 , 1例 )で ある。

骨体中央矢状径 は 2480″″(右 ), 24.002″ (左 ),骨体中央横径 24.40協 (右 ,5例 ),

23.672π (左 ,3例 )で ,骨 体中央断面示数 は 102.12(右 ,5例 ), 101.57(左 ,3例 )と

な り,骨 体後面の発達は悪 く,粗線の発達 も著 しく悪い ものである。 上骨体断面示数は8041

(右 ,3例 ),72.12(左 ,3例 )と な り,右側の扁平性は弱いが ,左側は著 しく強い。

次いで ,朝 田古墳人 と比較 してみると,(表 13,14),男 性では骨体の諸径 は朝田古墳人

よ りもやや大 きく,朝 田 古墳人程 ,き ゃしゃな傾向は認め られない。

女性 については ,長径 は朝田古墳人 よ りも短かいが ,骨 体の諸径 は朝田吉墳人 と大差な く,

女性大腿骨にはやや細 い傾向が認め られ るが ,粗線の発達 などは朝田古墳人よ りもやや強い

よ うである。

すなわ ち,朝 田古墳人 の大腿骨は男女 ともきゃしゃで ,骨 体の形態は現代人に きわめて近

い形態 をしているが ,本例 の大腿骨 も朝田古墳人 と同じよ うに骨体が細 くな り,や や きゃし

ゃになってはいるが ,粗 線の発達や骨体後面の発達 はこれよ りもやや強い ものである。
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表 ユ5 太腿 骨計 測値 (男性,右 ) (πZ)

旭台地下式

古憤人

朝田横穴墓
古墳人

1. 最 大 長

2. 自然位全長

6. 骨体 中央矢状径

7  骨体中央横径

8. 骨体中央周

9  骨体上横径

10. 骨体上矢状径

8/2長 厚 示 数

6/7 骨体中央断面示数

10/6 上骨体断面示数

4

4

4

2

2

4

2

2825
2700
8775
31,00

25,00

104.88

8084

2   410.00
2   40250
6   27.17(左 )

6   2667(左 )

6  85,17(左 )

6  3017(左 )

6    24.50(左 )

2    2103
6   102.03(左 )

6   8129(左 )

Cl r0

雰こユ4 大腿 骨計 測値 (女 1生 ,右 ) (r/Jπ )

旭台地下式

苗墳人

朝田横穴墓
古墳人

1  最 大 長

2. 自然位全長

6. 骨体中央矢状径

7  骨体中央横径

8. 骨体 中央周

9  骨体上横径

10  骨体上矢状径

8ノ//2長 厚 示 数

6/7 骨体中央断面示数

10/9 上骨体断面示数

5

5

5

3

3

1

5

3

2

1

7

7

7

4

4

1

7

4

375 (Z三 )

2480
24.40

7820
27.00

21.67

19,46(左)

102.12

8041

38600(Σこ)

385。  (芝こ)

2400
2529
77.43

28,75

2275
2052(2三 )

9547
7915

Ｌ

フ2.怪 骨

男性睡骨の計測値は表39の とお りで ,最大長 は 1例 も計測で きなか った。推定中央位での

最大径 は 30.25π″(右 ,4例 ),31.50%π (左 ,4例 ),横径 は 22.50π″(右 ,4例 ),21.

252″ (左 ,4例 )で ,中 央断面示数は 74.95(右 ,4例 ), 67.82(左 ,4例 )で ,左骨

体はやや扁平である。 また骨体周は 830022(右 ,4例 ), 8875π″(左 , 1例 )最小周 は

74,00″″(右 ,2例 ),7400″″(左 , 1例 )で ,骨 体 はやや大 きい。

女性睡骨の計測値は表40に示す とお りで ,女性についても最大長は 1例 も計測 で きなかっ

た。推定中央位における最大径は 27.33″″(右 ,3例 ),24.75π″(左 ,4例 ),横径 は19

83″″ (右 ,3例 ), 1750π″(左 ,4例 )で ,中 央断面示数は 70,72(右 ,3例 ),7■01
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(左 ,4例 )と な り,骨 体の扁平性 はほとん ど認 め られない。骨体周は 73.00"π (右 ,3例 )

6■ 50″″(左 ,4例 ),最小周は69″″(右 , 1例 ),65.50肋 (左 ,2例 )で ,骨体 はあま

り大 きい ものではない。

次いで ,朝 田古墳人 と比較を行なってみると (表 15),男 性については ,骨体の諸径は朝

田古墳人よ りも大 きく,断面示数 も大 きい。

一方 ,女性について も (表 16)同 様の傾向が認 め られ ,骨 体は朝田古墳人 よ りも大 きいが ,

断面示数 は本例の方が小 さい。

すなわ ち,睡骨の諸径 は朝田古墳人程 きゃしゃな傾向は認 められず ,む しろ大 きい傾向を

示 している。

表 15 怪 骨計測値 (男性,有 ) (22)

旭台地下式
吉墳人

朝田横穴墓
古墳人

n    M     n    M
8.

8a。

9

9a。

10.

10a.

10b。

9//8

9a//8a

中央最大径

栄養子L位 置最大径

中 央 横 径

栄養子と位横径

骨 体 周

栄養子と位周

最 小 周

中央断面示数

栄養孔位断面示数

4

3

4

3

4

3

2

4

3

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3025
3300
22.50

24.00

83.00

92.00

7■ 00
74.95

72.96

29.50

3400
21.50

24.00

80.00

92.00

75.00

7281
70.48

表 16 歴骨計 測値 (女性,右 ) (効 )

旭台地下式

占墳人

朝田横穴基
古墳人

M
Ｄ

■

影

よ

，
　
凱
　
Ｈ

8.

8a。

9.

9a。

10

10a。

10b。

9/8
9a/8a

27.33

31.00

19.33

21.67

73.00

83.67

69

70,72

69,84

26.00

29.57

19,14

21.43

71.33

79.17

65.00

75。 19

75,19

中央最大径

栄養孔位最大径

中 央 横 径

栄養孔位横径

骨 体 周

栄養孔位周

最 小 周

中央断面示数

栄養孔位断面示数

3

3

3

8

3

3

1

3

3

6

7

7

7

6

6

4

6

6
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5)四 肢 骨 とし

各四肢骨間の関係については ,女 性の撓骨 と上腕骨 との比を 1例 のみ算出することがで き

たにす ぎない。表 17に 示す とお り,示数位は 8061と な り,上腕骨の長 さの割 には撓骨はや

や長 く,こ のよ うな関係は宮の本体生人の 1例 に も認 められている。

(5)推 定 身長 値

推定身長値 を算出す ることがで きたのは女性のみで ,大腿 骨 ,上腕骨および撓骨のそれぞ

れ最大長か ら,Pearsonお よび藤井の式 を用 いて算出 した (表 18)。 左大腿 骨か らの推定身

長値 は, 145,78∽ (P earsOn),145.22碗 (諜 井 )で ,右上腕骨か らの推定値は, 14891

∽ (PearsOn),143.90側 (藤井 )と な り,い ずれ も低身長であるが ,右撓骨か ら算出す る

と,152.10側 (Pearson),14929∽ (藤井 )と な り,や や高い推定値が出 る。大腿骨か ら

推定値 を朝田古墳人 と比較 してみると (表 19),本 例は朝田古墳人よ りも低身長である。

表 17 四肢骨比 (女 性 )

20

9

体

骨 |

cl ro

存 壱

久

人生

宇

弥

山

人

塚

生
二
弥

友

人生

大

弥

本

人
の
生

宮

弥
旭台地下式

古墳人

撓 骨/上腕骨 1 8061 1 8084 2 7814 1 7460 1 7855

表 18 推定 身長値 (女性 ,cη )

7-2 9-2

Peason  藤  井 Pearson 一牒 井

大腿骨 (左 )

上腕骨 (左 )

携 骨 (左 )

145,78      14522

143.91

15210
14390
14929 臼

　
抜
　
な

工
■
７

募こと9 太腿骨長大長か らの推定身長値 (女性 ,c79)
旭台地下式古墳人

n      �I

朝田横穴墓古墳人

Pearsonの 式

篠 井 の 式

1     145,78  (之 三)

1   14522 (左 )

2   147.92
2   14778

左

左

(4)特殊 所 見

病的所見に関 しては,田代 (1982)が 詳 し

性・ 熟年 )に 脊椎 カ リエスが認め られてお り,

1.タト耳 道 骨腫

く報告 しているよ うに,9号 墳 1号人骨 (男

また外耳道骨腫 も観察 されている。

11

観男

考為

児度

1〔

に抱外耳道骨腫 については,田代が観察 した ものの他に追 加例 があるのでこれ を合 わせ ると表
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20の とお り, 14体 (男 6体 ,女性 4体 ,小児 。成年 4体 )に認 め られた。観察対象資料 の

うち両側 とも観察がで きたのが 9体 (男 性 5体 ,女性 4体 ),片側のみ観察可能な ものが 15

体 (男 性 7体 ,女性 3体 ,小児・ 成年 5体 )で ,合計24体 の うち14体 (58.33%)に 外耳道

骨腫が認め られた。

表 20 外 耳 道 骨腫

男  性 女  性 小児・成年

9-1(両 側 )

11-3(両 側 )

12-1(両 側 )

12-4(両 側 )

9-5(右 )

12-3(左 )

9-2(両 側 )

と2-2(両 倶1)

9-4(右 )

I一C(左 )

7-6(左 )

3-3(左 )

9-3(左 )

11-5(右 )

2.抜  歯

7号墳 7号人骨 (女 性・ 壮年 )の 下顎骨 に抜歯 の痕跡 と考 えられ る所見が認め られた。

存歯 と歯槽の状態 移歯式で示す と次の とお りである。

下顎右倶Iの側切歯の歯槽 は閉鎖 してお り,歯槽部 は稜状 を呈 している。 隣接す る犬歯や小

臼鎖な どは健全 であ り,ま たこの歯槽部にも病的異常 は認 められないので ,下顎右倶」切歯は

抜去 された可能性が強い。 ただ し,こ れが縄文時代 や弥生時代に認め られ るいわゆる風習的

な抜歯であるか どうか は現時点では判断 しがたい。

5。 カ ラベ リー の結 節・ 臼芳結 節

カラベ リーの結節が 7号墳 6号人骨 (性別不明・ 成年 ), 9号 墳 2号人骨 (女性・ 壮年 ),

11号 墳 1号人骨 (男 性 。壮年 )に認 め られ ,自 芳結節は12号墳 2号人骨 (女性 。熟年 )に

観察 された。 カラベ リーの結節 はいずれ も上顎第 1大 日歯の舌側近心咬頭の舌側 に,ま た日

考結節 は上顎第 2大 臼歯の類側近心隅 に認め られた (表 21)。  この両結節 は南九州 では鹿

児島県の成川古墳人 (松下 ,

1988)に も比較的高頻度

に観察 されている。

表 2ユ カラベリーの結節・ 臼芳結節

カラベ リーの結節 自芳結節

残

損破

鎖

く

閉

明

槽

不

歯

／

⑬

7-6(成 年 )

9-2(女 性 )

H-1(男 性 )

? I MI
Mこ  I Ml
Ml l Ml

12-2(女 性 )M2 1
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括総

宮崎県西諸県郡高原町にある旭台地下式横穴か ら総数36体 の古墳時代人骨が出土 した。 1

ケ所 の横穴群か ら30体 を超 える古墳時代人骨が出土 したのは宮崎県で も例がな く,地下式古

墳人の研究 を進める上では重要な資料 となるものである。計測な らびに人類学的観察 と検討

を行なった。 その結果 を要約すれば次の とお りである。

1,出 土総数36体 の うち,成人骨は28体 ,小児・ 成年骨は 8体 で ,成 人骨の うち男性 は 15体
,

女性は 9体 で,性別 を明 らかにす ることがで きなか った ものが 4体 あった。

2.頭型 については ,男 女 とも頭蓋長幅示数 を算出で きるものは 1例 も存在 しなか ったが ,

観察 によって頭型を推 沢!で きるものが男性 4例 ,女性 3例 あ り,男 性 は 4例 とも短頭 に傾

いてお り,女 性は 2例 が短頭型 を呈 していた。

3.男 女 とも顔面 の幅径 はあま り広 い ものではないが ,高径 は著 しく低 く,低顔である。 ま

た眼冑および鼻部の高径 も低い。

4 鼻根部 は男女 とも幅広 く扁平であるが ,そ の扁平 度は朝田古噴人よ りも弱 いものである。

5.男 性には歯槽性突顎の傾 向はほ とん ど認 め られないが ,女性 には強い歯槽性突額 を示す

例が認め られる。

6.四 肢骨は一般的に細 いが ,朝 田古墳人程 きゃしゃな傾向は認め られない。 また女性 につ

いては,上腕骨の割 には携 骨はやや長 いとい う特徴が認め られ る。

7 推定身長値 を算出す ることがで きたのは女性のみで,左大腿骨か らの推定身長値 は 145.

78∽ (1例 )で ,低身長であった。

8.特 殊所見 として,脊 椎 カ リエス ,外耳道骨腫 ,抜歯 ,カ ラベ リーの結節および臼寿結節

が認め られた。外耳道骨腫 の出現頻度は高 く,ま た抜歯 については風習的な ものか どうか

′よ判断 し力ゞたしち

9 既 に報告 されている資料 の うち,大萩地下式古墳人や上の原地下式古墳人 には短頭の傾

向が認め られ るが ,日 守地下式古墳人 (55年 出土資料 )に は短頭性は認 め られない。 本例

の頭型 も短頭に傾いた ものであった。 また顔面 には著 しい低顔の傾向が認 め られ ,こ の点

は従来の地下式古墳人 と全 く共通する特徴であるが ,最近報告 した本庄 28号地下式横穴出

上の吉墳人 (松下 ,他 , 1982)に は高顔 の傾向が認め られ ,顔 面の形態は必ず しも一

様ではな く,あ るいは地理的変異が存在す るのか もしれない。 四肢骨の性状や身長 なども

まだ不明な点が多 い。今後 も 1つ ひとつの例 を着実に資料化 してい き,地 下式古墳人の形

資人類学的な解明を進めてい きたい。

Cl 10

<

４

　

　

５

　

　

６

8.

9

10.

11

12.

13.

14.

15.

16.

17

18

19
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表 22.脳 頭蓋計測値 (男性 ,腕 )

―
―
―
剰
―
―平 均

3-2   7-1   9-1   9-5  11-1  11-3  12-4  12-5  n   M

1. 頭蓋最大長

8. 頭蓋最大幅   ―   -  150   ■  149   -  131   -  3 143.33

1・   びレ歩と嵩  138   -   ―   -  134

8/1頭蓋長幅示数  ―   ―   ―   ―   ―

17/1頭蓋長高示数  ―   ―   ―   ―   ―  ―  ―  ―    ―

17/8頭蓋幅高示数  ―   ―   一   -  89,93 -  ―  -  1 89.03

9. 最月ヽ前頭幅  95  92   -  97  98  97   -  -  5 95,80 5,71

10. 最大前頭幅  118   -   ―   -  121   -  一  -  2 119.50

5,頭 蓋 底 長  97  -  ―  ―  - 101  - 95 3 9■ 67

11. 両 耳 幅  123   -  132   -  132  129  ■7  - 5 126.6042.25

12.  最大後頭幅   ―   -  115   -   ―  -  115  - 2 115,00

13.乳 突 幅 100 -108 - ― ― ― -2104.00

■  大後頭孔長  35   -  35   -   -  35  -  - 3 35.00

16. 大後頭孔幅  31   -  34   -   ―  ―  -  31  3 32.00

16/7大後頭孔示数 88.57 -  9■ 14 -   ―  一  ―  - 2 92.86

―   -  196  3 13d00

―      ―      -    316      -‐      ―     -    2  312.00

23. 頭蓋水平周   ―

24. 横 弧 長  308

25, 正中矢状弧長  一

Vertex Rad― ― ― -127-― -1127

NasiOn Rad 88-― ― -92--290.00

Subsp.Ra1 86-T-9598--393.00

Prostho Rad 97-― ― (103)105--2101,00
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表 わ .脳 頭蓋計 測値 (女性 ,″π)

3--1   7--7 9~~2 12-2 n RP

平

Ｍ

1. 頭蓋最大長

8. 頭蓋最大幅

17.  バジオン・ブレグマ高

8/1 頭蓋長幅示数

17/1 頭蓋長高示数

17/8 頭蓋幅高示数

9. 最小前頭幅

10. 最 前頭幅

5. 頭蓋 底 長

11. 両 耳 幅

12. 最大後頭幅

13. 乳 突 幅

7. 大後頭孔長

16。  大後頭子し幅

16/7 大後頭孔示数

23. 頭蓋水平周

24. 横 弧 長

25, 正中矢状弧長

-  175  184   2    179,酌

140    -一      -   l     140

-   127    ~   2     133.00

-  72.57   --   1      72.87

139

92

116

96

122

96    -

118   -

-  97

130    -―

-   32

~  30

-  9875

304    -―

-  360

122   116

88   89

91   94

98    -

-   2      94.00

- 2  ■猛lXl

-   2     96.醐

-   2     126.00

1      32.

2      29.50

1      93.75

- 1

- 1

- 2

93   4

95   4

- 2

304

860

119,00

89.00      3.64

91.50     16.32

96.lXl

２９

　

　

一

Vertex Rad

Nasion Rad

Subsp. Rad

Prostho Rad

86

86

94
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下
‐

表 24.顔 面 頭 蓋 計 測 値 (男 性 ) (″″)

3-2   7-1   9-1 9-5 1■ 1 11-3 12-4 12-5 平  均

n  �l   u2

40  顔   長   95   -
41. 側 顔 長   68   -
42  下 顔 長  109   -
43  上 顔 幅  107  109
45. 類 骨 弓 幅  130  -
46  中 顔 幅  100  98
4【   顔   高  107   -
48  上 顔 高   63 (58)
47/45顔示数 (K)  82.31 -
48/45上顔示数 (K) 4846 -
47/46顔示数 (V) 10■ 00 -

28      27

45     47

48/46上顔示数 (V) 6300(5918)―
50. 前眼宙間幅   21   17
44  両 眼寓 幅   99 101
50/44眼冑間示数   2121 1683 -
51   眼冑幅 (右) 42  46

(左)42  45
52  眼冑高 (右) 33  32

(左)32  32
52/51眼冑示数 (右) 7857 6957

(芝こ)   7619   7111

70(つ 4 7225961 1

-  3 11667     1

三:遂ゞ
郷61

-    4  9900 067

-  3 11167      1

65    :  :::!1 250  
電

1 0

-   1  4846

-    2 11310

-   2  6484

-    4  2050 835

-    4 1o150 433

-   3  1909

-   3  44.00

-    3  43.67         
イ

74

141

99

64

99

118

66

119.19

6667

35

35

31

50

6200

67

74

71

86

(104)

75

117

111

102

30

29

63

一
　

一

一
　

一

（υ
　
　
″
‘

一　

　

一

124   -

109      -

■0   -

64     67

20     24

104      -

1923   -

44     -

44     -

35    32

8182  -

7955   -

66     69

74

76

70

_  争  _    1  12264

-  (91) 3 7667

-  (94) 3 7800

-  (80) 3 7867

86     30     34    6  3333 471

54  昇   幅

55  鼻   高

54/55鼻 示 数   6222 5745
57  鼻骨最小幅   12   7
57(1)鼻骨最大幅   19   -
60  上顎歯槽長   53   -
61. 上顎歯槽幅   65  63
61/60上顎歯槽示数 12264 -
72  全側 面 角   82  -
73. 鼻狽」面 角   87  -
74  歯槽狽」面角   65   -

29     29     28    7  2871  159

49     52     48    6  4850 590

5918  55,77  5833 6  5916 655

-    6  3267 384

-   3  7665

-    3  7562

-  3  900     1

- 119   1

-    1  53             1

-    7  65.29 488

Ｉ
Ｌ
Ｂ
■
ロ
ア
ー
十
１

十

５

５

５

５

５

６

６

６

７

７

７
‐

一

一
　

一

８

　

一
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表 25,顔面 頭蓋計測値 (女性 ) (22)
ヽ
ノ

一

　

一
２

　

一

3-1 7-7 9-2 12-2 平 均

40.  顔   長

41   倶」 顔 長

42   下 顔 長

43   下 顔 幅

45. 類 骨 弓幅

46.  中 顔 幅

47   顔   高

43.  上 顔 高

47/45 顔示数  (K)

48/45 上顔示数 (K)

47/46 顔示数 (V)

48/46 上顔示数 (V)

50。   前眼冑間幅

44. 両 眼 冑幅

50/44 眼冑間示数

51.  眼冑幅  (右)

(左 )

52.  眼禽高 (右)

(左 )

52/51 眼冑示数 (右 )

(左)

54.  鼻   幅

55.  鼻   高

54/55鼻 示 数

57   昇骨最小幅

5711) 鼻骨最大幅

60.  上顎歯槽長

61,  上顎歯槽幅

61/60 上顎歯槽示数

72. 全側 面角

73   鼻側 面角

74.  歯槽側面角

95

68

100

104

100

109

62

10900

62.00

(98)

40

33

34

8500

27

35

6000

9

54

83

88

67

107

102

108

62

105.88

60,78

17

99

1717

44

43

33

(34)

7500

(79,07)

24

(46)

(52.17)

(95)

70(右)

109

112

(68)

21

(33)

(82.50)

27

53

50.94

9

(53)

63

(118.87)

(86)

88

(79)

22

94

23.40

37

38

32

84.21

29

(47)

(61,70)

10

65

(83)

(87)

(71)

一
　

６

　

一

７

一
　

１

1

3

2

2

95。

71.67

104.50

105.50

101.00

109.67

62.00

2

3

2

2 10猛 44

2   61.39

3   20,00

2   96.50

2  20.29

3   40.33

3  40.33

2  33.00

2   33.00

1   75,00

2   84.61

4    26.75   4.24

2  49,00

2   55。47

3    983

4     62.00  30.03

2   80.00

3   85,67

2   63.00

一
　

〇４

「1

34

一
　

６

　

一
　

７

　

１

　

９
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表 26.鼻 根部計 測値 (男 性 )
(π″,度 )

3-2 7-1 11-3    12-4

前眼寓間幅

鼻根横弧長

鼻根彎曲示数

鼻骨最小幅

前頭突起上幅 (右 )

(左 )

前頭突起水平傾斜角

グラベラ・ナジオン投影距離

鼻 根 角

鼻根陥凹示数

21      17

24       24

8750    70.88

12       7

8      14

8      13

98      -

4    -

140      -

1923     -

２４

　

　

一

２０
　
　

．

一　
　
８

　

Ｈ

1

134

2000

20.50

24.00

7917

900

11,00

1050

98

250

137.00

19.62

|
|

Cl 10

|

4

2

2

3

3

2

1

2

2

2

表 27.鼻 根部計 測値 (女性 )
(筋π,度 )

3-1 7-7 12-2 平   均9-2

前眼冑間幅

鼻根横弧長

鼻根彎曲示数

鼻骨最小幅

前頭突起上幅 (右 )

(左 )

前頭突起水平傾斜角

ダ亦ラ・ナジオン投影距離

鼻 根 角

鼻根陥凹示数

21      22

25      27

84.00    8148

9       10

7    -

8       11

110   -

1    1

155     165

1081     4.00

3     2000

2     26.00

2      82,74

3      9,33

2       9.50

4      10.25

2      8950

4       1.75

2     16000

2     7.41

‐７

　

　

一

Ｌ
■
ワ
ｒ
ｌ

ｌｌ

　

ｌ
　
　
ｌ
ｌ
　
十

一
　

　

９

　

　

一　

　

９

一　

　

３

　

　

一

12

13

69

2

(
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表 28.下顎骨計測値  (″″)

男 性 女 性

n    M

65.

65(1)。

66.

68.

69.

69(1).

69(2)。

69(3).

70

70(3).

71.

71a。

71(1).

下顎関節突起幅

下顎筋突起幅

下 顎 角 幅

下 顎 長

オトガイ高

下 顎 体 高 (右 )

(左)

下顎 体 高 (右)

(左)

下 顎 体 厚 (右)

(左 )

枝   高 (右)

(左)

下顎切痕高 (右 )

(左)

枝   幅 (右 )

(左)

最 小 枝 幅 (右)

(左)

下顎切痕幅 (右)

(左)

79.   下 顎 枝 角 (右)

(左)

68/65  幅 長 示 数

69(2/69  下顎高示数 (右 )

(左 )

71/70   下額枝示数 (右 )

(左)

69(3/69(1)下顎体高厚示数 (右)

(左)

66/65  下 顎 幅 示 数

70(31/71(1)下顎切痕示数 (右 )

(左)

1   64.29

846     1   3571

1  5556

1   32.26

2   34,98

102

68

29。25

2960

2900

26.75

23.50

11.33

1■50

58.00

60.00

10.50

13

30.50

3600

30.50

36.00

31.50

40

121.50

126.00

101.00

70.00

52.62

5■ 52

40.14

4143

33.33

32.50

804

130

159

■08

■00

27

27.50

27

23

26

15.20

15

56

10

12.00

31.50

36

31.50

36

31

34.50

120

1&3

一
　

一

1

2

1

2

1

2

1

1

1

2

2

1

2

1

1

2

1

1
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表 29.鎖 骨計 沢J値 (男 性 )

(2″ )

．
．

一

左右左右

9-1 9-5
右

11-l   I― A
右  左  左

鎖骨最大長

骨体彎曲高

2a. 骨体彎曲高

2(1)。 肩峰端彎曲高

144     -

5   -
28     -

28     -

99     -

12    13

13    14

42   41

29,17   -

10  -  ―

10   12    10

14   14    13

41   42   40

一　

一　

一　

一

1

1

1

1

1

3

3

3

1

144

5

28

28

99

1138

13,00

41,33

29,17

1944

87.91

1944

3  11.67

3  13.67

3  4100

一
生

２
．
５
．
６
．
監

尉

骸

レ

〓

ぅ

一

3

4.

5

6

骨体彎曲弦長

中央垂直径

中央矢状径

中 央 周

12

12

41

6/1 長厚示数

2a/1 彎曲示数

4/5 鎖骨断面示数

211/1肩峰端彎曲示数

1944-― ― ― -1
92.31 92.86 10000 71.43 85,71 76.92 3

1944   -     ― -  1

3  35.16

表 50.鎖 骨計 測値 (女性 )
(π2)

3-1

右

9-2 9-4
右

平 均

右左右

n   h/1

左

n   M

3.

4.

41

1.  鎖骨最大長

2   骨体彎曲高

2a.  骨体彎曲高

2(1)。  肩峰端彎曲高

3.  骨体彎曲弦長

4.  帳 垂直径

5.  中央矢状径

6.  中 央 周

6/1  長厚示数

2a/1 彎曲示数

4/5  鎖骨断面示数

2(1/1 肩峰端彎曲示数

-    134

-   5
-     33

-     26

-     89

9      8

9      11

29     80

-     22.39

-     24.63

10000   72,73

-     1940

-    147

-   8
-     27

-     26

-    104

8      8

10     10

31     30

-     20.41

-     1837

80.00   8000

-     17.69

2  14050

2    650

2   3000

2   26.00

2   9650

3   8.33

3   10.00

3   29.67

2   2140

2 . 2150

3   8424

2   1855

1    8

1   10

1   31

1   80,00

一　

一　

一　

一

５
．
５‐
Ⅸ

５／
５‐
〓
ラ

一

」
Ｅ

Ｆ

Ｉ

表 5ユ.上 腕骨計 測値 (男性 )
(π2)

7-3  9-1
右  右  左

5  中央最大径 22  24  24  25
6  中央横径  16  19  19  19
7  骨体最小周 57  64  63  65

平  均

n  WI   u2   n  M
24    4 2350   166   3 2433

18    4 17.50  299  3 18.33

63    4 61.25 14.90   2 6300

9-5
右  左

11-1 11-3
右   左

一
■

Ｈ

２
．
３
．
４

４

５
．
磯

５ｔ‐

３ノ

５／

税

一

左右

25

18

23

16

59

7(a)。 中 央 周 62 69 68 72 71
6///5 堤許糊 〒I野蒼駕牧 72.73 79.17 79,17 76.00 72.00

64     69    4 6675 20.88   3 6933

6957  7500 4 74.37 1706  3 7539



表 52.上 腕骨計 測値 (女性 )

3-1  7-4 7-2   9-2  12-2
右 左 左 右 左 左

I―A  I―B

右 左  右 左右

n  M

1. 上腕骨最大長 (275)

2. 上腕骨全長  (273)
5. 中央最大径  20
6。  中央最小径   16
7. 骨体最小周  54
7(a)。 中 央 周  60
6/5 骨体断面示数  80.00)
7//1 長厚示数   (19.64)

―    -  263

-    -  258

20   21    2o

15    16     16

-  56    54

58   60    59

75.00 76.19  80.00

-    -   20.53

- 1拗 3

- 1258
21    4  2o.oo

16   4  1550

-   2  54,00

60    4  59,00

76.19 4  7■ 67

-   1  20.53

0.67   3 21.00

1.00   3 15.67

3 53.00

1.99  8 6o.33

949  8 74.64

一
　

一
　

一
　

一
　

５〇

　

一
　

一
　

一

一
　

一
　

一
　

一　

開

　

一
　

一
　

一

22    19

16    14

63    57

72,73 73.68

0 表 55,十え骨計測値 (男 性 )
(π″)

9-1
右  左

9-5    11-1  11-3

右 左 右 左

平  均

左右

3.  最 河ヽ 周   ―

4. 骨体 横 径   18
4a. 骨体中央横径  17
5.  骨体矢状径   13
5a. 骨体中央矢状径 13

5(5) 骨体中訣周   47
5/4  骨体断面示数  72.22
5a/4a中央断面示数  7647

―  - 41

17    17     17

17    17    16

13    12    11

12    12    11

45    45    43

7647  70.59  64,71

70.59 70.59  68.75

46

18

17

14

13

47

■ 78

7647

17

15

12

12

43

70.59

80.00

41

17.33

16.67

1233

12.00

45.00

71.13

71.94

1 46

3  17.33

3  16.33

3  12.67

3  12.33

3  45,00

3  72.99

3  75,69

1

3

3

3

3

3

3

3

表 54.4売骨計測値 (女性 )
(肋 )

3-1
右

9-2    9-4
右   左

平 均

左右

1.  最 大 長    ―

lb. 平 行 長    ―

2.  機 能 長    ―

3.  最 河ヽ 周    ―

4.  骨体 横径   14
4a. 骨体中央横径  14
5。   骨体矢状径   10
5a. 骨体中央矢状径 lo
5(5)  骨体中央周   38
3/2 長厚 示 数    ―

5/4  骨体断面示数  7143
5a/4a中央断面示数  71.43

212     -
208     -
201     -
45     -
14    16
14    16
10    10
11    11
38    41
22.39   -
71.43    62.50

78.57  6875

1

1

1

1

2

2

2

2

2

1

2

2

1

1

1

1

1

1

1

212
208
201
45
14.00

14.00

10.00

10.50

38.00

22.39

71.43

75.00

16

16

10

11

41

62.50

68,75

一　

一　

一

―-101-―



表 55,尺 骨計 測値 (男 性 ) (2″ )

1

2.

3

ll.

12

S

L
C
3//2

11/12

S/L

9-5
左

14

17
12

15

44

8235
8000

11‐ -1

右

266
233
35

13

17

12

17

48

1502
7647
7059

266
233
87.00

14.00

1750
13.50

17.50

4950
15,02

79.90

7696

最 大 長

機 能 長

最 小 周

尺骨矢状径

尺骨横径

中央最小径

中央最大径

中 央 周

長厚示数

骨体断面示数

中央断面示数

9-1

39    39
15    15
18    17
15    14
18    17
51    50

8333    88.24

8338    8235

均平

左右左右

1

1

2

2

2

2

2

2

1

2

2

1

2

2

2

2

2

2

2

|

39
14.50  1
17.00

1300
1600    +
4700    1

:二i:  

電
|(9

，

１

ｌ

ｔ

‘

Ｉ

て

‐Ｃ

一
　

〓〓

　

一表 56.尺骨計 沢」値 (女性 ) (π″ )

3-1
右

7-2
右

9-2
右

平 均

右

1. 最 大 長

2. 機 能 長

3   最 小 周

11. 尺骨矢状径

12. 尺骨横径

S  中央最小径

L  中央最大径

C   中 央 周

3/2 長厚示数

H/12 骨体断面示数

S/L 中央断面示数

一
　

一

一
　

一

11

15

11

15

42

7333
73.33

13

16

11

16

45

81.25

6875

233
207
31

12
14

11

14

41
14.98

85,71

78.57

233
207
31

12.00

15,00

1100
1500
4267
1498
8010
7355

1

1

1

3

3

3

3

3

1

3

3

g

8

9

9

10

10

10

9

9

獄

，
，

表 57.大腿骨計測値 (男性 ) (22)

7-3
右

11-3     12--3

右 左 右 左

12-5  1-A
右  右  左 左

n  �I  」2

平  均

右

n  M

6. 骨体中央矢状径  30
7. 骨体中央横径   27
8  骨体中央周    87
9  骨体上桟径    31
10  骨体上矢状径   25
6/7 骨体中央断面示数 1■ H
10/9 上骨体断面示数  80.65

28   30    25   26   4

28    28   27   4

92    83   84   4

-   32   31   2

-   24   24   2

10714 89.29 9630 4

-   7500 7742 2

31

26

92

30

26

119.23

8667

31   27

26

84

-  10385

一
３

８

９
‐
９

■

‐０

‐０

９

９ィ
一

一
　

一

2825   756

27.00   1.32

8775  24,21

3100

2500

10488 151.54

8084

4  28754,98

2  27.00

2  85.50

2  3100

2  24.50

2 10371

2 7904



表 58,大腿 骨計 測値 (女性 )

(7Z″ )

3-1

左

7-2
右  左

9-2  12-2

右  右  左

I―B    I―c
右  右  左

平  均

n  M u2  n  M

6. 骨体中央矢状径  25  23  23

1,最  大 長

2. 自然位全長

―     ‐-   375

-   -  370

24     23    22

77    72    72

30    27    27

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

２９

２０

．

．

２４

２５

７９

一

．

．

２６

２７

８３

一

．

．

２５

２２

７６

一

26   24

24   26

81   79

26   28

-        1 375

5  24.80  169 3  24.00

5  24.40  428 3  2367

5  78.20 1866 3  76.00

3  2700       3  28.67

3  21.67       1  20.67

3 101,57

3  72.12

7  骨体中央横径

8  骨体中央周

9  骨体上横径

10  骨体上矢状径 22    21    20     -    ―    ―-    23   21

0
6/7骨体中央断面示数 104.17100.00104.55113.64963096.001o83392.31- 510212
10/9上骨体断面示数  73.33 7■78 74.07 -  ―  -  88.4675.0068.973 8041

表 59.歴 骨計 測値 (男 性 )

(22)

７． ３

左

9-5  11-3  12-5  1-A
右 右 左 右 右 左

12-3

右  左

平 均

n  �年   u2 n  �l   u2
8, 中央最大径

8a。  栄養子と位最大径

9  中央 横 径

9a。  栄養孔位横径

10   骨 体 周

10a. 栄養孔位周

10b.最  小 周

9/8 中央断面示数

9a/8a栄養子と位断面示数

32   28   28   29   32    -

38    --   31    --   34   譴

23   24   22   23   23    -

26    -   25    -   24    28

88   82   79   82   86    -

100    --   9o    ―-   96    90

-   75   73   74    -―     ―

4 30.25  6.92 4 31.50  299

3 33.00      2 3750

4 22.50  166 4 21.25  4.24

3 24.00      2 24.00

4 83.00  999 4 83.75  9.61

3 92.00      2 9■ 00

３２

３７

２０

２２

８４

９４

33   33

21    19

85   81

―    ―    -   2 74.00       1 74.

7138 85171 78.57 7931 71.88 -   62.50 6364 57.58 4 74,95 8874 4 67.82 98.90

6842 --   80.65 --   70.59 67.65 5946 -    -   3 7296      2 63.94

表 40。 歴骨計 測値 (女性 )

3-1   7-2
右 左 右 左

7-4  7-7 12-2
左   左   右 右

一Ｂ

左

平 均

.2

754,93

00

50

00

50

71

04

n  h4  n  M
8  中央最大径    27  - 27 26  25  22  28  26  3Z334塾 .75 3.57
8a.栄 養孔位最大径  30 27 31 30  28  -  32  - 331.CX1 3 28 83
9, 中央 横径 -    18    17     19     17     20     17    3  19.33 4  17.50   1.00

9a.栄 養孔位横径   21 20 20 18  19  -  24  -  321.6731900
10, 骨 体 周   73 - 71 70  69 62  75  69 873.004係 50
10a.栄養子と位周    80 76 83 88  74  -  88  -  38367377.67
10b,最 小 周  ― ― -66--6965169265.50
9/8 中央断面示数   74.07- 66.6765,38 76.00 ■ 27 71.48 65.38870,72471.0142.38
9a/8a栄養乳位断面示数 70,0074.0764.526000 6■86 -  75.00 - 8 69.84 3 ミ、31



表 4ユ.緋 骨計演」値 (男 性 ) (π″)

左右
左右右左

2. 中央最大径

3  中央最小径

4  中 央 周

3/2中央断面示数

17   16   14

11    9   12

45   43   43

64.71  56.25  8571

15

10

41

66.67

15,00

1050

4300

70.98

1600

10.50

4300

65.69

2

2

2

2

2

2

2

2

表42.bIF骨 計測値 (女性 ) (22)
Clr0

7-2 平 均9--2  12-2

右   右 左右左右

M

2  中央最大径

3. 中央最小径

4. 中 央 周

3/2中央断面示数

15   15

11    9

45   42

73.38  60.00

15   12

10    9

44   36

66.67  75,00

2

2

2

2

2

2

2

2

1350

10.00

4050

74.17

15,00

950

4300

6334

Ｌ
７
１
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宮崎県高原町旭台地下式横穴出上の古墳時代小児・成年骨
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1.本報告は ,昭和 50年 12月 4日 か ら同月

12日 まで宮崎県教育委員会及び高原町教育

委員会で実施 した西諸県郡高原町旭台地下式

横穴群発掘調査において出上 した埋葬人骨に

かか る報告である。

2.人 骨の考証は ,長崎大学医学部解音」学第二

教室 に依頼 し,同教室講師松下孝幸,同 助手

分部哲秋 ,同研究生野田耕一氏に執筆いただ

いた。記 して感謝申 し上 げる。

3。 発掘調査の報告は ,宮崎県文化財調査報告

書第 19集 に掲載 してい る。
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宮崎県高原町旭台地下式横穴出上の古墳時代小児・成年骨

分 部 哲 秋

イよ じめ に

宮崎県西諸県郡高原町にある旭台地下式横穴 (古 墳 )群 が , 1975年 に調査 され ,総数

36体 の人骨が出土 した。 その うち 8体が小児 。成年骨で ,こ れ らの人骨群 は ,考 古学所見

(石 川 , 1976)よ り古墳時代後期の前半 に属す るものである。

筆者 は ,生 活環境の著 しく異なる縄文時代か ら,弥生 ,古墳時代 を経て ,歴史時代 に至 る

幼小児・ 成年の成長 ,化骨あるいは歯の萌出な どの問題 を研究することは ,き わめて重要で

あると考 え,現在 ,資 料 を収集す るとともに,各遺跡 ごとの報告 を行なっている。

旭台地下式横穴 出上の小児 。成年骨は ,資 料数の少ない古墳時代の もので ,今 後貴重な資

料になると考 えられ ,詳細 な観察 ,計 測および年令の推定 を行なったので ,そ の結果 を報告

したい。

旭台地下式横穴出土の小児 。成年骨 8例 の年令および年令区分は,表 1に 示すとお りである。

年令 については ,藤 田 (1965)の 歯の萌出時期 ,金 田 (1957)の 歯根形成時期に

よ り,二 く現代と吉墳時代のそれ らが大差 ないと仮定 した うえで推定 した ものである。 なお ,

成年骨 に関 しては ,鈴木 (1943)の 化骨に関するL線学的研究 に従 った。

幼小児骨の性差 については ,種 々の研究がな されているが ,な お ,性 別 を同定す ることは

難 しいのが現状である。成年骨について も,大 坐骨切痕部が欠損 してお り,同 定す ることは

できなかった。

計測 は ,Marfin― Saller(1957)の 方法で行なったが ,睡骨の横径 については森本

(1971)の 方法に従 った。

比較資料 としては,旭台成人骨 (松下)および上の原地下式占墳 8号 (成年 )(分部 ,1

981)の 成績を用いた。

表 l,珂 児ヽ・ 成年骨資料

C(θ

|

|

う |

マド

3三

値 :

彦

凹 1

ウコ
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1ぎ炉

駆

431

B

で尭

(Ml

(M日

2;

右

す と

体 は |

大 1

料資

人 骨 番 号  推定年令 年令区分 人 骨 番 号 推定年令 年令区分
3号墳 3号人骨
7号墳 6号人骨
8号墳 2号人骨
9号墳 3号人骨

期

期

才

才

８

７

”

成年
成年
小児 (

小児 (

11号墳 2号人骨 成 年

11号墳 4号人骨  8才   小児 (I期 )

11号噴 5号人骨  12才  小児 (Ⅱ 期 )

番外 I号墳 E人骨  7才   小児 (I期 )

-112- ※ 長崎大学医学部解音1学第 2教室



数

　

見

所  見

5号墳 5号人骨 (成 年 )

1)頭  蓋

脳頭蓋は右側頭部か ら後頭部 を欠 き,顔面頭蓋 では下顎骨の右半分が欠如 していた。

脳頭蓋 の骨壁 は薄 く,前 頭部には弱い膨隆が認 められ る。主要計測値は ,表 2に 示すよ う

うに,頭蓋最大長が 174協 ,頭蓋最大幅 は復元値 ではあるが (147π2),バ ジォン・ ル グ

マ高が 13622で ,頭蓋長幅示数は (84.48)と な り,頭型 は短頭型 に属 している。 これ らの

3主径 は,表 2に 示すよ うに ,上 の原 8号 (成年 )よ りはかなり大 きく,旭台成人骨に近 い

値を示 している。

顔面頭蓋 は ,眉 間部 に弱い隆起が認 め られ るが ,眉 上弓の発達 は弱 い。 また ,鼻根部の陥

凹は浅 く,扁平である。 計測値は表 3に示すよ うに ,中 顔幅が 94″″,上顔高57肋 で ,従 って

ウィル ヒョーの上顔示数 は 60.63と なる。顔型 は過低顔 に属 し,低 。広顔 の傾向が著 しい。 ま

た ,こ れ らの計測値 は ,表 3に示すよ うに,旭 台成人骨に比べて小 さく,上の原成年骨 とほ

ぼ同 じである。

眼冑 については,幅径が計測で きないが ,眼冑高が32″″(左 )で ある。鼻幅は25″″,鼻高

432″ で ,鼻示数は 58.14と な り,過低鼻に属 している。

残存 した歯 を歯式で示 す と次の とお りである。歯はM3の 他はすべて萌出 し,歯根 もM2ま
で完成 している。咬耗度は,Miが Broca 2度 で ,そ の他 は 1度 である。

る
　

で
　
　
　
資
　
浩

十

‐

ある。

|こ

,,

よ

　

よ

(M3)M2MI P2 PI C12 1ェ 1l12C Pl P2 Ml M2(M3)

(M3) / Pl C12 0 O12C PI P2 MI M2(M3)

2)四肢骨

1.上肢骨

右側 の撓骨および尺骨が残存 していたが ,

すとお りで ,旭台成人骨 よ りもかな り小 さく

体は細長い。

2.下肢骨

大 腿骨は,長 さの割 に骨体が細 く,粗線の発達

・ 遊離歯

()歯 槽内埋伏

○歯槽開存

/不 明

撓骨のみが計測可能である。計測値は表 5に示

,旭台 ■-2(成 年 )と ほぼ同 じ値 を示 し,骨

＼

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

１

／

Ｍ

・

。計測値は表 7に示すよ う 最 大



長は374″″(左 ),中央矢状径 23.3″″(左 ),中 央横径 199″"(左 ),中央周67.022(左 )

で ,中央断面示数は11600と なる。 また ,両骨端 を除いた骨体 の最大長は341%″ である。

最大長は表 7に示すよ うに,旭台成人女性骨の値とほぼ同じであるが ,中 央部の諸径 は,女性

骨の平均値 よ り小 さく,従 って骨体 は ,こ れ らよ りもさらに細長 い ものであ る。

ちなみに ,Pearsonの 公式 を用いて推定身長値 を算出 してみると,男 性 と仮定 した場合は

15■62∽ ,女性 と仮定 した場合 は 145.59∽ とな り,低 身長 である。

睡骨の推定中央位 での計測値は ,表 8に 示すよ うに,最大径が 2 3 5ππ(右 ),横径 18.2π″

(右 ),中央周 66.Oπ″(右 )で ,断 面示数 は 77.45と な り,扁 平性は全 く認められない。 ま

た ,最小周 は 62.5 ππである。 これ らの諸径 は,表 8に示すよ うに,旭 台成人骨 よ りもかな り

小 さく,旭台 11-2と はぼ同 じで ,上 の原成年骨よ りも大 きい。

3)化  骨

軟骨結合部 の骨癒合 は ,表 9に 示すよ うに ,恥骨坐骨間がすでに完了 しているが ,そ の他

は未癒合である。

4)年 令の推定

年令 は ,歯 については歯根がM2ま で完成 しているので ,15才 以上 と推定 され る。 しか し ,

化骨の状態は ,恥骨坐骨間 (7～ 8才 )の他 は未癒合 で ,こ れ を合わせ推測す ると,成年期

前半 と推定 され る。

7号墳 6号人 骨 (成 年 )

1)頭 蓋

C10 た

　

―

　

そ

云

　

彊

[科吾啓哲堡再§:晉酎ξ覧色写景gi「暮を吾皇奪雲写[1浜法t亀りである。歯根は  '
M2ま で完成 してお り,咬耗度は,Mlが Broca 2度 ,そ の他 は 1度である。

・ 遊離菌

/不 明

2)四 肢骨

左肩甲骨の鳥 口突起 と関節禽 および四肢骨片が残存す るのみであ った。

3)化  骨

＼

―

―

―

Ｉ

Ｉ

１

／
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表 9に 示 しているよ うに,後頭骨蝶形骨間 と鳥 口突起 はともに,未癒合である。

4)年令の推定

歯は,M2の歯根が完成 してお り,年令は 15才 以上 と考 え られ るが ,鳥 口突起は未癒合で

ある。従 って ,年令 は ,成年期前半 と推定 され る。

8号墳 2号人 骨 (7～ 8才 )

頭 蓋

前頭骨 ,M頭 蓋の骨片および遊離歯 2本 が残存す るのみであった。

前頭骨の眉間には弱 い隆起が認 め られ るが ,眉 上弓には,認 め られず馬平である。残存 し

た歯は」 と理1で,咬耗度は阻 がBrOCa l度 であるが,I」 には認められない。従って,

陛
は萌 出 し,I」 は萌 出直前か萌 出直 後 と考 え られ ,本人 骨 の年令 は ,7～ 8才 と推 定 され

る。

9号墳 5号人 骨 (7才 )

頭 蓋

脳頭蓋は前頭骨の一部 と左側頭骨が残 っているのみで ,頭型 を知 ることはで きない。

顔面頭蓋 は,右上顎骨の類骨突起 ,右類骨および両側 の下顎枝 を欠損 している。 計測値は ,

表 3に示すよ うに ,幅 径 は計測 で きないが,顔高は9222,上 顔高 5122で 高径 は小 さく,成人

骨は もとよ り,他 の成年骨に比べて著 しく低顔である。

鼻幅は21π″,鼻高41防 で ,鼻示数 は 52.50と な り,低 鼻 に属 している。

歯 を歯式で示す と次の とお りである。 咬耗度は,乳歯が Broca 2度 ,11と Mlが 1度 であ

る。

・ 遊離歯

()歯槽内埋伏

V萌出途中

○歯槽開存

/不甥

年令は ,歯が下顎 12ま で萌出 し,上顎 12が 萌出途中であることか ら, 7才 と推定され る。

ノ
　
　
　
「
刃
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H号 墳 £号 人 骨 (成 年 )

1)頭  蓋

脳頭蓋は ,前 頭部か ら頭頂部にかけてが残存 し,前 頭部 はやや膨隆 している。主要計測項

目での計測 はで きないが ,正 中矢状前頭弧長 は 1312″ ,正 中矢状前頭弦長 は 1102π である。

顔面頭蓋は ,右類骨 と左下顎枝 を欠 く他 は ,ほ ぼ完全である。眉間には弱 い隆起が認 め ら

れるが ,眉 上弓は馬平 である。 また ,鼻 根部 は広 く,陥凹 も弱 い。

計測値 は表 3に示すよ うに,顔高は101筋″,上顔高 59筋πと低 く,類骨弓幅は計測で きない

が ,中顔幅はやや広 い。従 って ,ウ ィル ヒョーの顔示数 ,上顔示数 は ,そ れぞれ 10306,60.

20と な り,低・ 広顔の傾向が著 しい。

眼寓示数は 7619(左 ),鼻示数 は 5814で ,そ れぞれ ,中 眼簡 ,過低鼻に属 している。

歯 は上顎 ,下顎 ともM3ま で萌出 してお り, 歯根 もM2ま で完成 している。 咬耗度は ,11,

12,Mlが BrOca 2度で , その他は 1度である。 なお ,残存 した歯 を歯式で示す と,次 のと

お りである。

2)四 肢骨

1.上肢骨

左肩甲骨の鳥口突起 ,右 上腕骨 ,左右 の続骨および右尺骨が残存 していた。

上碗骨の計測値は ,表 4に示すよ うに ,骨 頭 を除いた骨体 の最大長 は236″π(右 )で ,中

央部での最大径は 1762π (右 ),最小径 1322″ (右 )で ,断 面示数 は 75.00(右 )と なる。

また ,中央周 ,最小周 は,そ れぞれ 51.働″(右 ),4 9 0ππ(右 )で ある。 これ らの計測値は ,

表 4に示す とお り,成 人骨 に比べてかな り小 さく,上 の原成年骨 とほぼ同 じである。

携骨および尺骨の推定中央位での計測値は ,表 5,6に 示す とお りであ り,両骨 とも,成人

男性 は もとよ り,女性よ りも小 さく,骨 体は細 い。 また ,断 面示数 も大 きく,骨 体 は扁平な

ものではない。

2.下肢骨

寛骨 ,大腿骨および睡骨が残存 していた。

大腿骨の推定中央位 における計決1値 は ,表 7に示すよ うに,矢状径が 22.3π″(右 ),横径

19.6π″(右 ),中 央周 66.5 ππ(右 )で ,断 面示数は 11378と なる。
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これ らの計測値 を成年期の もの と比較す ると,表 7に示す とお り,こ の大 腿骨の骨体は ,

上の原成年骨よ りもやや大 きく,旭台 3-3と ほぼ同 じである。

睡骨の推定中央位での計測値は ,表 8に示すよ うに ,最大径が 24,2″2(左 ),横径 17.3″″

(左 ),骨体周65.0翻 (左 )で ,断 面示数は71.4(左 )と なる。 この示数値 は,成年期人骨

の中ではやや小 さい ものであるが ,扁平性は認 め られない。

各計測値 を成年期 の もの と比較 してみ ると,表 8に示す とお り,上 の原成年骨よ りもかな

り大 きく,旭台 3-3と ほぼ同 じである。

3)化  骨

化骨の状態 は,表 9に示す とお りで ,肩甲骨の鳥 国突起 ならびに上腕骨滑車が ,骨 癒合を

完了 している。 また ,上腕骨の外側上顆 おょび小頭は %程 度,尺 骨の近位端 は %程 度ま

で癒合 している。 その他 は ,未癒合である。

4)年令の推定

年令は,歯 については萌出状態 あるいは歯根の形成程度か ら 15才 以上 と推定 される。 し

か し,化 骨の状態は ,骨癒合 を完了 していない部が多 く,こ のことか ら年令は ,成年期前半

に属す るもの と推定 され る。

ll号 墳 4号人 骨 (8才 )

1)頭  蓋

脳頭蓋では ,前 頭骨右半 と左狽」頭部が残存 していた。 前頭部 には弱い膨隆が認 め られ ,乳

様突起 も小 さい。

顔面頭蓋でも,左上顎骨および歯が残存するのみであった。歯は胆生が萌出, 匹1と ヒ

は欠如 しているが ,歯槽の開存状態か らすでに ,萌出 していた ものと考 えられる。咬耗度は ,

乳歯が Broca 2隻 で ,匹生 が 1度 である。なお ,残存 した歯 を歯式で示す と,次 のとお りで

ある。

・ 遊離歯

()歯 槽内埋伏

○歯槽開存

/不 明

11,
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径 2)四肢骨

上肢骨 は残存 してお らず ,下肢骨の右側大腿および睡骨が残 っていた。
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大腿骨の推定中央位での計測値 は ,表 7に 示すよ うに ,矢 状径が 16.92″ ,横径 16.4″2,

央周 54,0″πで ,従 って ,断 面示数 10305と なる。これ らの計測値は ,旭台 11-5(12才 )

ほぼ同 じである。

睡骨の推定中央位での計測値 は ,表 8に示すよ うに最大径が 194″2,横径 16.3″π,中 央周

56.Oπ″で ,断面示数 は 84,02と なる。示数値 は大 きく,扁 平性 は全 く認ゆ られない。

これ らの計測値は ,表 8に示す とお り,旭台 11-5に 比べてやや小 さいものである。

3)化  骨

表 9に 示 しているよ うに,後頭骨蝶形骨間が未癒合であるが ,そ の他は,欠如 してい るた

めに観察不能であった。

4)年 令の推定

歯の萌出状態は ,上顎 12ま で萌出 し,上顎の C,Pl,P2は 未萌出である。 従 って ,年

令は,8才 と推定 され る。

11号 墳 5号人 骨 (12才 )

1)頭  蓋

脳頭蓋 は,顔面部 に比べて保存状態が悪 く,前 頭部か ら右側頭部 にか けてが ,残存するの

みであった。 前頭部 には ,弱 い膨隆が認め られ る。計測は ,最 小前頭幅 のみが行なえ,902π

である。

顔面頭蓋は ,鼻 骨 と下顎体左半が欠如 している他 は ,ほ ぼ完全であった。眉間および眉上

弓における隆起は認 め られず ,扁 平である。

計測値は ,表 3に示すよ うに ,上顔高が (56π″)と 小 さく,上顔幅が 96″π,中 顔幅9522と

幅径 はやや大 きい。従 って ,ウ ィル ヒョーの上顔示数 は 5895と な り,低・ 広顔の傾向が著

明である。

眼寓幅は38π″(左 ),眼冑高 31″″(左 )で ,眼冑示数は 8158(左

している。 また ,鼻 幅 は23舵″,鼻 高42″πで ,鼻 示数は 5476と な り,

残存 した歯 を錨式で示す と,次 のとお りであ る。上顎 M2は 萌出 し

り低位にあ り,萌 出直後 と考 えられる。咬耗度は,すべて Broca l

(M3)M2MlP2PlO O O O O O O P2MI M2(M3)
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2)四肢骨

1.上 肢骨

右側の機骨および尺骨が残存 していた。推定中央位での計測値は ,表 5,6に 示す とお り

であるが ,撓 骨 ,尺骨の両骨 とも,旭台 11-2に比べて小 さく,骨体 は細いものである。

2.下肢骨

大腿骨および睡骨が両側 とも残存 していた。

大腿 骨の推定中央位 での計測値 は ,表 7に示 しているよ うに,矢状径が 17.Oππ(右 ),横

径 15.8 ππ(右 ),中央周 53.0翻 (右 )で ,断面示数 は 107.59(右 )と なる。

これ らの計測値を旭台 11-4(3才 )の もの と比較すると,表 71奪 す とお り,ほ ぼ同 じ

e 値 を示 している。 しか し,観察によれば,本人骨の大腿骨は,旭台 11-4の それよ りも明 ら

かに長 いことか ら,長 さの割 にかな り細 い もの と考 えられ る。

睡骨の推定中央位での計測値は,最大径が19.822(右 ),横径 16.8記π(右 ),骨 体周 5■ 5

″πで ,断面示数 は 84.85(右 )と なる。示数値は大 きく,痛平性は全 く認 め られない。

3)化  骨

表 9に示すよ うに ,観察が可能な部すべてにおいて ,骨癒合は認め られない。

4)年 令の推定

歯は上顎 M2が萌出直後であることか ら年令 は 12才 と推定 され る。

番号 I号墳 E号 人 骨 (7才 )

1)頭  蓋

左下顎枝 を欠如す る下顎骨 と歯が残存 していた。

残存 した歯 を歯式 で示す と,次 の とお りである。歯は下顎 12ま で萌出 している。 咬耗度

は,平と歯が Broca 2度 であるが ,永久歯 には咬耗が認め られない。

()歯槽肉埋伏

○歯槽開存

⑬歯槽閉鎖

/不明

2)四肢骨

右上腕骨のみが残存 していた。

上腕骨は細長 く,三角筋粗面の発達 もきわめて悪い。推定中央位 での計測値 は,表 4に示
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すよ うに,最大径が13 3 ππ,最小径 109″2,中 央周44.02″ で ,断面示数は8195と なる。示

数値 は大 きく,扁 平性 は認 められない。

3)化  骨

すべての項 目について ,観察が不可能であった。

4)年令の推定

年令は,歯 の萌出状態 と歯根の形成程度か ら,7才 と推定 される。

宮崎県西諸郡高原町 にある旭台地下式横穴か ら,総数 36体 の古墳時代入骨が出土 し,そ

の うち 8体が小児・ 成年骨であった。

これ らの小児 。成年骨に関す る計測な らびに観察の結果 を要約す ると,次 の とお りである。

1.出土総数 36体 の うち,小 児・ 成年骨 8体 の占める割合は,2222%で ,古 墳時代 とし

ては比較的高い出土率 である。

2 成年骨 1例 の頭蓋長幅示数は (84.48)で ,頭型 は短頭型 に属 している。

3.顔面頭蓋は ,小児 ,成年両人骨 とも,幅 径 に比べ高径 は低 く,低 。広顔の傾向が著 しい。

また,眼寓型 はいづれ も中眼寓 に属 し,鼻型 は,小児期 の ものが低鼻に ,成年期の ものが

過低鼻 に属 している。

4.四肢骨は,成人骨に比べて細長い もので ,筋付着部の発達 も悪い。 また ,骨 体 における

馬平性 は認 め られない。

5,Pearsonの公式 を用い , 左大腿骨か ら算出 した 3号墳 3号人骨の推定身長値 は ,男 性

と仮定 した場合 145.59c2と な り,いずれに して も低身長である。

6.以上のよ うに ,旭 台地下式横穴出上の小児 。成年骨には ,短頭かつ低顔 の傾向が強 く認

め られ ,こ れは旭台成人骨の特徴 と一致する ものである。

しか し、幼小児・ 成年期人 には、元来 このよ うな特徴が認 められ、河野 (1961)の

生体計測の結果 によれば、強蓋および顔面のT_l態が成人のそれに達す るのは、 20才 前後

とされている。

したが って、旭台成人骨の形質がどの年令か ら生 じるのかについては、今後、 さらにこ

の地域において、成年期後半の人骨 を収集す ることによつて考察 してゆ きたい。

<欄筆するにあた り,本研究の機会を与 えていただいた宮崎県教育委員会文化課な らびに

御指導 いただいた内藤芳篤先生 に感謝いた します。>
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表 2 脳 頭 蓋 主 要 計 測 値

入骨 番号

(,閉脇 )

1コ■5旭台 8-3 題台 (男性 ) 旭台 (女性 ) b原 8

12才 成 年

人成

項

1.

8.

17.

8/1

17/1

17/1

9.

10.

頭 蓋 最 大 長

頭 蓋 最 大 幅

バジオレ ,ブレゲマ高

頭 蓋 長 幅 示 数

頭 蓋 長 高 示 数

頭 蓋 幅 高 示 数

最 小 前 頭 幅

最 大 前 頭

r74

(147)

136

(84.48)

78116

92.52

90   99

123

２

　

　

１

　

　

２

３

　

　

８

２

　

　

２

143.33

136.00

89,93

95,80

119.50

179.50 164

140   127

133.00 127

72.57   7■ 44

94.00  96

11■ 00

1

5

2

推定年令
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表 3 顔面頭蓋主要計測値

人骨番号 台9-3 旭台11-5 旭台3-3 旭台11-2 旭台(男性)旭台(女性)上の原8

才 12 才 成 年 成 年 成 年

項 目

入成

MM

40、 顔  長

43、 上 顔 幅

46、 中 顔 幅

47、 顔  高

48、 上 顔 高

4%顔
示 数SD

4%上
顔示数①

①
51、 眼 冑 幅

①

⑥
52、 眼 冑 高

⑥

紳窟駕
54、 鼻  幅

55、 鼻  高

5銘
5妻 示 蓑文

96

95

(5 6)

(58,95)

38

38

32

31

84.21

81.58

23

42

54.76

3 100

4 10900

4  9900

3 11167

5  65.00

2 113.10

2  6484

3  4400

3 4367

6  33.33

6  32.67

3  7665

3 7502

7  2871

6  4850

6  59.16

1  95

2 10550

2 101.00 95

3 10967

2  62.00  58

2 107.44

2  61.39  6 1.0 5

3  4033

3  40.33 42

2  3300  33

2  3300  3 3

1  75.00

2  84,61  7857

4  26.75  25

2  49,00  45

2  5547  55.56

94

106

94

92

51

21

41

5250

60.63

98

101

59

103.06

60.20

76.19

25

43

58.14

33

32

25

43

58.14

(鰤 )
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表 4 上腕骨骨体主要計測値 ('軒 )

べ 骨 番 号 旭台 I一 E 旭台H-2 旭台 (男 性 ) 旭 台 (女 性 )上 の原 8

才 成  年 成  年

項  目

1、 上腕 骨最 大長

5、 中 央 最 大 径

6、 中 央 最 小 径

7、 骨 体 最 小 周

76)中  央  周

3、 最  小  周

4、 骨 体 横 径

4a、 骨体中央横径

5、 骨 体 矢 状 径

5a、 骨体中央矢状径

515)骨 体 中 央 周

%骨 体断面示数

236  ※

176 ※  4

13.2 ※  4

49.0 ※  4

51.0 ※  4

75,00※   4

2076※

315

123

120

9.5

92

340

7724

76.67

1 263

2350

1750

61_25

6675

74.37

400

8195

10.3

101

87

82

290

84.47

81,19

2000 18

15,50 12

5400 47

5900 51

77.67 66_67

20.53

0ａ
ｗ

% 骨体断面示数
7/  F tt i Vと/長 厚 示 数

表 5 Iえ 骨骨体主要計測値 ('軒 )

ぺ 骨 番 号 旭 台 11-5 旭 台 3-3 旭 台 11-2 旭台 (男 性 )旭 台 (女 性 )

12 才 成  年 成  年

項  目

1

12.4  3

12.0  3

9,3   3

9,1   3

34.0  3

7500 3

7583  3

41   1

17.33 2

1667 2

12.33 2

12,00 2

4500 2

7113 2

7194 2

45

14,00

1400

1000

1050

38.00

71.43

7500

琴

一
１
　
２
　

６
　
７
　

８

８
ノ■
６
ノ堂

―
・ふ
一
ロレ
Ｔ　
　
　
，　
　
　
　
　ヽ
　
　
　
‐　
　
　
　
‐

(※ は骨頭を除いた計測値 ,示数値 )

(awl)

ン 中央断面示数
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表 6 尺 骨骨体主要 計測 値 (右 )

人 骨 番 号 旭台 11-5 旭台11-2 旭台 (男 性 )旭 台 (女 性 )

12 才 成  年

項  目

3、 最  小  周

m、 尺 骨 矢 状 径

12、 尺 骨 横 径

S、 中 央 最 小 径

L、 中 央 最 大 径

C、 中  央  周

Ъ骨体断面示数
光  中央断面示数

項 目

1、 最  大  長

2、 自然 位 全 長

6、 骨体中央矢伏径

7、 骨体中央横径

8、 骨 体 中 央 周

比長厚示数

%騨蜘

2

11.0  2

22.9  2

107  2

125  2

36.5  2

8527 2

85.60 2

24.5

90

11.3

31.5

79.65

37.00

14.00

17.00

13.50

17.50

49.50

79.90

76.96

31

12.00

15.00

11.00

15.00

42.67

80.10

73.55

1

3

3

3

3

3

3

3

表 7 大腿 骨主要計測値 (右 )

ぺ 骨 番 号 地翌争11-4回 ユー5 旭台3-3 燈 11-2 崎 鰍 )  売里台触    」ュB娠員8

8才 12 ,F 成 年 成 年 成 年
n   M

3749341鏃

339鏃

16つ  17.0 233∽ 路。2Qの( 22,3

164 15.8 19つ り 豹.0鋏  19.6

54.0 53.O σ.0967.0(1採  66.5

19.76鋏

103.05107.5917.∝9116.∞∽※ 113.784 10488 5 102■ 2122.22

(※ は両端を除いた計測値 ,示数値 )

成

1   375

1   370

路25 5   24B   22

2700  5   23.67  18

8775  5   78.2Ю   63

1    19コ 6

(伽 )

(伽 )
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表 8 睡 骨骨体主要計 測値 (ヨ雪) (4 pl)

人 骨 番 号 旭台11-4 旭台11-5 旭台3-3 旭台11-2 旭台 優性)旭 台 (女性)上 の原8

8才 12才 成 年 成 年 成 年
項 目

成

8、 中 央 最 大 径

8a、栄養孔位最大径

9、 中 央 横 径

9a、 栄 養 孔 位横 径

lα 骨  体  周

1儀、栄 養 子と位 周

1倣最  小  周

9猛 中央断面示数

柩糊 麟曲

194  198(り

210鰺

16.3 16.8∽

180 翰

56.0 575∽

625鰺

84.02 8485鬱

85.71鰺

235 24.2り 4

25.4        3

182 17.3鰺 4

195         3

660 65,0鰺 4

700        3

625        2

774 5   7 14 9(し )  4

7677       3

2733 20

31.00

1933 16

2167

7300 58

8367

69   54

7072  8000

6984

3025 3

33.00 3

2250 3

24.00 3

8300 3

9200 3

74.00 1

7495 3

7296 3

,

CI O

表 9  化骨について

べ 骨 番 号 I一 E n-4 3-3 7-6 ロー 2
(鈴 木 )

項 目
｀｀ゝ_推 定年令 7才 8才 成 年 成 年 成 年 (男 性 )(女 性 )

頭  蓋 後頭 骨 蝶形 骨 間 × × × ×

肩 甲骨  鳥  日 突  超 × ○ ユ 65の 15の

上腕 骨  骨      頭

滑      車

小     頭

内 側 上 網

外 側 上 知

２
ノ砲

　

９ク

×

〇

△

×

△

175 17

165 145

15  13

17  15

16   145

徒 骨 近 位 端

遠  位  端

× ×

×

16  14

18  17

尺 骨 近 位 端

遠   虚  端

・ノ狗△ 155  135

18  17

寛 骨 寛 骨 臼

恥 骨 坐 骨 PB3

陽   骨   稜

坐 骨 結 節

× ×

○

×

× ×

×

16  14

8       7

20  20

20  20

大腿 骨  骨      頭

遠   位   端

大   転   子

小   転   子

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

16  15

18  165

17  16

17  16

睡 骨 近 位 端

遠   位   端

×

×

165  165

165 15

(O骨癒合完 3,△骨癒合途中,×未癒合 ,空 白は観察不能 )

旭台 8-2,9-3,11-5は ,す べての項 目について観察不能〕
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旭台 3-3(成 年 )、 頭蓋正面観 旭台 3-3(成 年 )、 頭蓋側面観

旭台 3-3(成 年 )、 頭舌上面観

―-127-
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必
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Ｂ
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昭和 56・ 57年 度 埋蔵 文化財 発掘 調査一覧

(付 ) (昭 5&lQ～ 昭 5& 2)

|

番号 遺 跡 名 所 在 地 発掘調査 日 調査主体 調  査  員 遺構 。遺物 備  考

1

宮嶋学園都市遺跡

(14号地他 )

宮崎市熊野 他
56720

県 教 委 文化 課 職 員

集石遺構、竪穴

住居跡 掘立柱

建築剪 縄文土

器、弥生土器、

土師器、須恵器

陶磁器、 石器

他

92 祝 吉 遺 跡

都城市祝吉町

5702番 地

他

56 921

11.14

都 城 市

教  委

面 高 哲 郎

縄文土器、弥生

土器、石器、鉄

器、的磁器

暦日57年

割弓報告

新 田 原 遺 跡
琵暮〒杏町マ新

２
他

5S12 7
-1225

新 富 町

教  委
石 川恒 太 郎

縄文土器、弥生

土器、石器

4 新 田 原 遺 跡

新富町大字新田

21446番 地

他

57 1,25

2.20

新 富 町

教  委

山 中 悦 雄

永 友 良 典

菅 付 和 樹

集石遺構 (縄文

竪穴住居跡 (弥

生 )縄 文土器

弥生土器、石器

土 器 田模 穴 騨

佐土原町大字下

那珂字上器田

12832番 難

57 2 4.

～  2.13

佐土原町

教  委

永 友 良 典

長津 宗 重

土師器、須恵器

砥石 直刀、鉄

器、耳環 玉

北 迫 遺 跡

高崎町大字大牟

田 4082番 地

他

57 2.23

2 27
高 崎 RJ

教  委
面 高 哲 郎

溝状遺構、竪穴

遺構、縄文土器

石器

本 報 告

7
元 米 良 の 塚

西米良村大字竹

原 13の及び 2

57 &10
&12

西米良村

教  委
日 高 正 晴

中世墳墓

鉄器片、自磁片

8 永 谷 遺 跡
高鍋町大字南高

鍋 12377～
2番地

57 &25

&31

高 鍋 町

教  委
日 高 正 晴

横穴墓

⇔環、銅環、刀

子 、刀 他

宮崎女子短期大学

運 動 場 遺 跡

清武 1町大字木原

字 坂 ノ下 670
番地

57 &29

4.5

宮崎女子

短期大学

石川恒 太郎

近世墳墓

磁器、古銭、煙

管 、鉄釘 、人骨

―-129-
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謡 遺 跡 名 所  在 地 発掘調査日 調査主体 調 査 員 遺構 ・ 遺 物 備  考

下北方 周 辺 遺跡

宮崎市北方町啄原

5785番 1

氏
υ 420

&13

宮 崎 市

教  委

野 間 重 孝

地下式検穴

須恵器、土師器

刀子、鉄鏃、直

刀、金環、縄文

土器 、石斧

前 平 地 区 遺 跡

田野町字前平甲

9268番 地 他

57 510

522

田 野 町

教  委

面 高 哲 郎

長 津 宗 重

集石遺構

縄文土器、石鏃

石片、磨石片、

土師器

本報告

孝
Ｈ 城 。中 ノ城

都城市都島町

865番 地 他

57 517

710

都 城 市

教  委

岩 永 哲 夫

谷 国 武 範

中世山城

陶磁器、土師器、

鉄器、き銭

井水地下式桟穴群
国富町大字深年

3495番 地

57 6 3

ヽ  G10

国 富 町

教  委

永 友 良

北 郷 泰

典

　

　

道

鉄鏃、剣、刀子、

鉄器、勾玉、小

玉 、算盤玉 、須

恵器 、土師器

正 祐 寺 横 穴 群
高鍋町大字持田字

宮ケ谷 4108番地

57 & 9
～  &21

高 鍋 町

教  委

孝

典

重

良

間

友

野

永

土器、玉

棲谷 。原村地下式

模 穴

高城町大字縄願字

尉す上170篭
比

57 &12
～  &14

高 崎 町

教  委
菅 付 和 樹

土器片、鉄器 、

人骨

宮 田 遺 跡 三股町大字樺山字

宮田 2833番地2

571618
～ 1026

県 教 委
夫

樹

哲

和

永

付

山石

菅

土師器

川 南 占 墳 群
H南町大宇川南

618番地 12他

5711. 4
ヽ 123

川 南 町

教  委
長 津 宗 重 土師器、須恵器

大 塚 古 墳
宮崎市大塚町字西

原 1320番 地
5711.4 宮 崎 市

教  委
野 間 重 孝

19 中 岡 遺 跡
宮崎市北川周町中

岡4882番 地

5711. 8
ヽ   226

宮 崎 市

教  委
野 間 重 孝

土師器製作所跡

土師器、須恵器

石器

20
菓子野地下式横穴

群

都城市菓子野町

9480番 地の 6

5711.29

～ 12 4
都 城 市

教  委
石 川 恒 太 郎

剣 、刀、鉄鏃、

石突 人骨

ム
ワ
ー
ー
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C

番号 遺 跡 名 所 在 地 発掘朝査 [ 調査主体 調 査 員 遺 構 ・ 遺 物 備  考

菓子野地下式検

穴 群

都城市菓子野町

9454番 llLの 1

5711.29

～ 12.4
市

委

城都
一
教

面高 哲 郎
鉄鏃、貝輪、土

師器、人骨

清武占墳第 1号

清武町大字加納甲

下岩見田 2401番

地

5712 9 清 武 町

教  委
石川,回太RЬ

ヨ曜蕉笑
～

こヽ

とが判明す

労る

23

市ノ願地下式検

穴 群

国富町大字深年

5019番 地

5& 1.10

1.23

国 富 町

教  委

田 中 茂

菅付和 樹

直刀、剣 、鏡、

鉄鏃、刀子、鋤

先、貝輪、朱玉

耳環、玉、骨製

品、土師器 他

24
上三財地下式検

穴

山都市大字上三財

7503番 地

5& 1.10

1.19

西 都 市

教  委

日高 正 晴

須恵器、土帥器

銀環、刀子、鉄

鏃、人骨

25 野 首 遺 跡
日向市大字 日知屋

字野首 147番地

5& 1.24

1.28

県 教 委

谷 口武 範

面 高 哲 郎

土錘、陶磁器、

青磁、須恵器、

土師器

新 田 原 遺 跡
新富町大字新田

21457番 地

5& １

　

　

　

５

３

　

　

　

１

新 富 町

教  委

面 高 哲 郎

山 中 悦 雄

竪立住居跡

弥生土器、石鏃

他
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